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1　 都市計画紛争における対話促進型調停（兼重賢太郎）
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は
じ
め
に

（
１
）
問
題
の
所
在

近
時
、「
新
し
い
公
共
」
が
喧
伝
さ
れ
、
公
共
計
画
や
公
共
事
業
等
に
お
け
る
市
民
と
の
「
協
働
」
や
市
民
の
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」

が
重
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
公
共
計
画
・
事
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
都
市
計
画
に
お
い
て
も
、「
市
民
参
加
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
都
市
計
画
に
お
け
る
「
市
民
参
加
」
の
重
要
性
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
ひ
と
は
も
は
や
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
市
民
参
加
」
を
単
な
る
お
題
目
的
な
理
念
と
し
て
留
め
て
お
い
て
も
意
味
は
な
い
。
他
方
で
、
個
別
の
「
市
民

参
加
」
事
例
を
列
挙
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
市
民
参
加
」
は
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
と
満
足
す
る
だ
け
で
も
不
十
分
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、

個
々
の
実
践
の
重
要
性
・
必
要
性
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
）。
筆
者
は
、「
市
民
参
加
」
が
広
く
社
会
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、「
市
民
参
加
」
を
実
質
化
す
る
た
め
の
実
践
に
即
し
た
理
論
と
そ
の
適
用
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
、
と
考

え
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、「
市
民
参
加
」
を
考
察
（
観
察
）
す
る
基
本
的
な
視
点
を
、
市
民
・
当
事
者
に
置
く
こ
と
が
重
要
だ
、
と
考
え
る
。

と
い
う
の
は
、
既
存
の
諸
研
究
の
多
く
は
、
参
加
の
制
度
化
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、「
制
度
設
計
者
」
の
立
場
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
、

重
要
な
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
は
ず
の
市
民
・
当
事
者
が
副
次
的
な
位
置
づ
け
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
市
民
・
当
事

者
像
を
「
制
度
設
計
者
」
が
理
想
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
枠
組
み
（
例
え
ば
、「
自
己
統
治
す
る
自
律
的
主
体
」、「
自
己
利
益
を
最
大
化
す
る

主
体
」
な
ど
）
に
押
し
込
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
来
、
複
雑
・
多
様
で
あ
る
は
ず
の
市
民
・
当
事
者
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
可

能
な
限
り
考
察
す
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
制
度
を
実
質
化
す
る
上
で
も
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）
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本
稿
は
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
関
心
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
紛
争
を
対
象
に
、
市
民
等
の
主
体
的
な
「
参
加
」
と
水
平
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
と
す
る
「
対
話
促
進
型
調
停
（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
）」
の
持
つ
理
論
的
・
実
践
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
適

用
可
能
性
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
対
話
促
進
型
調
停
の
一
般
的
特
徴
を
整
理
し
た
上
で
、

都
市
計
画
手
続
と
の
リ
ン
ク
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
調
停
手
続
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
法
学
分
野
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
訴
訟
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ

の
「
代
替
」
と
な
る
紛
争
処
理
手
段
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
一
連
の
司
法
制
度
改
革
の
中
で
、「
Ａ
Ｄ
Ｒ

（
裁
判
外
紛
争
処
理
）」
の
一
形
態
と
し
て
調
停
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
自
体
に
、
そ
れ
は
端
的
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
自
体
は
何
ら
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
む
し
ろ
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
「
代
替
性
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
他
の
紛
争
処
理
手
続
と
は
異

な
る
そ
の
固
有
の
「
特
徴
」（
他
の
紛
争
処
理
手
続
と
の
区
別
を
は
か
る
上
で
の
線
引
き
）
を
、
調
停
の
い
か
な
る
点
に
見
出
し
う
る
の
か
、

と
い
う
点
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

で
は
、
調
停
に
は
い
か
な
る
意
味
で
の
「
特
徴
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
、
ご
く
手
短
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
紛
争
処
理
手
続
と
し
て
の
調
停
は
、
中
立
的
な
第
三
者
が
最
終
的
な
決
定
を
行
う
裁
判
や
仲
裁
な
ど
と
は
異
な
り
、

中
立
的
な
第
三
者
が
支
援
は
す
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
の
自
己
決
定
に
基
づ
く
紛
争
解
決
を
促
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
調
停
（
少
な
く
と
も
、
米
国
を
起
源
と
し
て
世
界
的
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
対
話
促
進
型
調
停
）
に
お
い
て
は
、

第
三
者
た
る
調
停
人
（
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
）
は
あ
く
ま
で
も
当
事
者
間
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
仲
介
す
る
こ
と
が
そ
の
主
た

る
役
割
で
あ
っ
て
、
解
決
に
あ
た
っ
て
は
当
事
者
の
納
得
と
合
意
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
話
促
進
型
調

停
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
当
事
者
が
お
互
い
の
語
り
を
聴
き
合
い
、
当
事
者
間
で
対
話
を
し
、
対
話
を
通
じ
た
関
係
性
構
築
（
変
容
）
の
中

（
４
）

（
５
）

（
６
）
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か
ら
自
己
解
決
を
図
る
手
続
き
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
「
特
徴
」
が
存
す
る
、
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
対
話
促
進
型
調
停
は
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
当
事
者
が
「
主
体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
与
す
る
こ
と
」
が
前
提
と
な
る
手
続
的
構
造
を

有
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
単
に
紛
争
処
理
手
続
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、「
日
常
的
な
人
間
関
係
調
整
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
と
し
て
の
性
格
を
も
備
え
て
い
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
対
話
促
進
型
調
停
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
当
事
者
間
の
主
体
的
か
つ
水
平
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
、

ま
さ
に
「
私
的

4

4

自
治
の
原
則
」
が
貫
徹
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
貫
徹
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
間
の
「
私4

的4

」
領
域
に
お
け
る
問
題
解
決
に
留
ま
る
か
ら
こ
そ
、
な
の
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
多
く
の
人
び
と
に
影
響
を
与
え
う
る
「
公
共
的
」

な
問
題
解
決
に
は
、「
私
的
自
治
」
と
は
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
つ
ま
り
司
法
や
行
政
な
ど
国
家
（
お
よ
び
法
）
を
後
ろ
盾
と
し
た
公
的

な
制
度
・
装
置
が
、
前
面
に
出
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
近
時
の
公
共
性
の
議
論
が
参
考
と
な

る
。
近
時
の
「
公
共
性
」
の
議
論
は
、
こ
れ
ま
で
前
提
と
さ
れ
て
き
た
「
公
（
＝
国
家
）」
／
「
私
（
＝
非
国
家
）」
二
元
論
に
再
考
を

迫
り
、「
国
家
／
市
民
社
会
／
市
場
」
の
三
区
分
を
た
て
る
。
そ
の
上
で
、「
国
家
（
公
）」
に
も
、「
市
場
（
私
）」
に
も
回
収
さ
れ
な
い
、

自
律
的
な
「
市
民
社
会
」（
非
強
制
的
な
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
が
公
共
性
を
担
う
こ
と
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
る
。
筆
者
の
理
解
か
ら

す
れ
ば
、
こ
の
「
市
民
社
会
」（
非
強
制
的
な
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
の
領
域
は
、
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
国
家
の
強
制
力
を
契
機
と
し

な
い
対
話
促
進
型
調
停
の
「
特
徴
」
と
極
め
て
親
和
的
で
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、「
私
的
」・「
個
人
的
」
な
領
域
の
問
題
解
決
に

留
ま
ら
ず
、「
公
共
的
」
な
領
域
の
問
題
解
決
に
も
、
対
話
促
進
型
調
停
は
一
定
の
意
義
を
持
ち
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
「
公
共
的
」
な
問
題
と
し
て
、
都
市
計
画
を
め
ぐ
る
紛
争
を
取
り
上
げ
る
。
と
い
う
の
は
、
都
市
計
画
を
め
ぐ
る

紛
争
は
、
公
私
の
調
整
（
公
共
に
よ
る
私
権
の
制
限
）
が
常
に
問
題
と
な
る
と
と
も
に
、
公
共
空
間
を
構
成
す
る
施
設
の
整
備
や
立
地

（
７
）

（
８
）

（
９
）
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も
問
題
と
な
る
た
め
、
公
的
空
間
／
私
的
空
間
の
線
引
き
を
め
ぐ
る
問
題
（
紛
争
）
と
し
て
、
か
つ
ま
た
、
誰
に
と
っ
て
何
を
「
公
共
的
」

な
も
の
と
見
な
す
の
か
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
問
題
自
体
が
典
型
化
さ
れ
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
捉
え
ら
れ
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
都
市
計
画
手
続
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
行
政
（
都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
）
が
策
定
主
体
と
な
っ
て
、
計
画
の
提
案
と

決
定
を
行
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
行
政
に
強
い
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
都
市
計
画
の
内
容
は
、

空
間
的
・
時
間
的
に
一
定
の
広
が
り
を
も
つ
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
例
え
ば
、
地
権
者
、
周
辺
住
民
、
事
業
者
な
ど
の
利
害

関
係
者
）
や
市
民
へ
の
影
響
も
大
き
い
た
め
、
計
画
決
定
に
至
る
手
続
の
中
に
は
、
公
聴
会
の
開
催
、
都
市
計
画
案
へ
の
公
告
・
縦
覧
、

意
見
書
の
提
出
等
の
、
市
民
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
「
参
加
」
し
、
行
政
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
す
る
手
続
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
九
九
年
と
二
〇
〇
〇
年
の
都
市
計
画
法
の
改
正
を
契
機
に
、
都
市
計
画
案
に
理
由
書
の
添
付
を
義
務
化
し
て

住
民
へ
の
判
断
材
料
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
自
治
体
が
独
自
の
住
民
参
加
手
続
を
具
体
化
・
強
化
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
年
、
都
市
計
画
手
続
へ
の
市
民
の
「
参
加
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
よ

り
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
現
行
の
都
市
計
画
手
続
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
多
様
な
主
体
が
計
画
の
策
定
過
程
に
「
参
加
」
し
、
相
互
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
図
る
と
い
う
手
続
き
構
造
が

強
化
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
、
と
言
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
対
話
促
進
型
調
停
お
よ
び
都
市
計
画
手
続
の
間
に
は
、
当
事
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
主
体
的
な
「
参
加
」
に
基
づ
く

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
構
造
的
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
類
似
」
が
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
双
方
の
手
続
と
も
、
構
造
的
に
組
み
込
ま
れ
た
当
事
者
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
主
体
的
な
「
参
加
」
と
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
通
じ
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
が
反
映
さ
れ
た
解
決
策
（
調
停
の
合
意
や
都
市
計
画
プ
ラ
ン
な
ど
）

を
構
築
す
る
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
理
念
的
に
は
目
指
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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以
上
の
よ
う
な
状
況
認
識
を
前
提
と
し
た
本
稿
の
問
題
意
識
は
、
極
め
て
単
純
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、〈
都
市
計
画
紛
争
に

お
け
る
集
合
的
合
意
形
成
過
程
に
対
話
促
進
型
調
停
を
導
入
す
る
理
論
的
・
実
践
的
意
義
は
い
か
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
〉、〈
そ
れ

は
い
か
よ
う
に
都
市
計
画
紛
争
の
中
で
適
用
可
能
か
〉
と
い
う
問
い
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
、
対
話
促
進
型
調
停
を
、
私

人
間
の
民
事
紛
争
処
理
の
領
域
に
留
ま
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
文
脈
に
再
定
位
さ
せ
る
試
み
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、〈
対
話
促
進
型
調
停
は
、
当
事
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

し
よ
う
と
す
る
意
思
を
詳
ら
か
に
し
た
上
で
当
事
者
相
互
を
繋
ぎ
と
め
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
り
、
都
市
計
画
は
利
害
関

係
者
が
プ
ラ
ン
策
定
と
い
う
行
為
を
遂
行
す
る
た
め
の
情
報
を
交
換
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
〉
と
仮
説
的
に
定
義
し

て
お
く
。
こ
の
両
者
を
貫
徹
し
う
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
第
２
章
で
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

（
２
）
本
稿
の
構
成

こ
こ
で
、
本
稿
の
構
成
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
１
章
「
都
市
計
画
紛
争
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
」
は
、
都
市
計
画
紛
争
の
解
決
を
意
図
し
た
現
行
制
度

の
抱
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
第
２
章
お
よ
び
第
３
章
の
頭
出
し
と
す
る
。
続
く
、
第
２
章
「
都
市
計

画
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
話
促
進
型
調
停
」
は
、
第
１
章
の
課
題
を
受
け
、
対
話
促
進
型
調
停
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
持
つ
特
徴
を
都
市
計
画
手
続
に
再
照
射
す
る
こ
と
で
、
都
市
計
画
に
お
け
る
対
話
促
進
型
調
停
導
入
の
意
義
を
理
論
的
に
明
ら

か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
第
３
章
「
福
山
市
鞆
の
浦
地
区
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」
で
は
、
対
話
促
進
型
調
停
導
入
の
可
能
性
を
、
実
際
の

都
市
計
画
に
関
わ
る
紛
争
事
例
に
即
し
つ
つ
、
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
広
島
県
福
山
市
鞆
の
浦
地
区
の
埋
立
・
架
橋
計
画
を
め
ぐ
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る
紛
争
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
、「
お
わ
り
に
」
で
は
、
本
稿
全
体
を
再
度
振
り
返
っ
た
上
で
、
本
稿
の
意
義
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ま
で
十
分
に
は
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
市
民
・
当
事
者
等
の
「
参
加
」
と
い
う
観
点
か
ら
都
市
計
画
に
お
け
る
対
話
促
進
型
調
停
の

導
入
可
能
性
を
理
論
的
・
事
例
的
に
示
唆
し
た
と
い
う
点
を
確
認
し
、
さ
ら
に
残
さ
れ
た
課
題
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

註（
１
）		

例
え
ば
、
内
閣
府
の
「「
新
し
い
公
共
」
円
卓
会
議
」
の
『「
新
し
い
公
共
」
宣
言
』（
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
第
八
回
「
新
し
い
公
共
」
円
卓
会

議
資
料
二
〇
一
〇
年
六
月
四
日
〈http:// w

w
w5 .cao.go.jp/ npc/ pdf/ declaration-nihongo.pdf

〉）
を
参
照
。

（
２
）		

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
本
稿
が
市
民
・
当
事
者
の
「
真
の
声
」
を
代
弁
し
て
い
る
な
ど
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）		

例
え
ば
、
国
土
交
通
政
策
研
究
所
（
二
〇
〇
一
、 

二
〇
〇
六
）、
荒
井
他
（
二
〇
〇
九
）
な
ど
。

（
４
）		

本
稿
で
は
、
米
国
で
発
展
し
世
界
に
広
ま
り
つ
つ
あ
るfacilitative m

edeiation

を
「
対
話
促
進
型
調
停
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
以
下
、

本
文
中
で
特
に
こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
、
文
脈
の
都
合
上
か
ら
「
調
停
」
と
略
し
て
い
る
場
合
に
も
、
こ
の
「
対
話
促
進
型
調
停
」
の
こ
と
を
指

す
も
の
と
す
る
。

（
５
）		

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
固
有
性
」（
区
分
線
）
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
常
に
他
の
紛
争
処
理
手
続
と
の
関
係
に
お
い
て
、
揺
ら
ぎ
、
引
き
直

さ
れ
る
（
べ
き
）
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら
観
察
す
る
の
か
と
い
う
位
相
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。

（
６
）		

調
停
人
（
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
）
は
、
た
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
仲
立
ち
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
に
も
触
れ
る
が
、
調
停
人
に
は
、

当
事
者
の
利
害
関
心
を
見
極
め
る
と
同
時
に
、
何
を
論
点
と
し
て
、
ど
う
い
う
順
序
で
話
し
て
い
く
か
な
ど
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
を
リ
ー
ド
す
る

ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。
調
停
人
の
役
割
・
ス
キ
ル
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
レ
ビ
ン
小
林
（
二
〇
〇
四
）、M

oore

（2003

）
を
参
照
。

（
７
）		

和
田
（
二
〇
一
〇
）、
九
一
頁
。

（
８
）		

例
え
ば
、E

hrenberg

（1999

）、B
arber

（1998

）、
名
和
田
（
一
九
九
八
）
を
参
照
。

（
９
）		

寺
尾
（
一
九
九
七
）、
寺
尾
（
一
九
九
九
）。

（
10
）		

近
年
、
行
政
以
外
の
私
人
に
も
、
一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
に
は
、
都
市
計
画
の
提
案
を
認
め
る
制
度
が
設
け
ら
れ
た
（
都
市
計
画
法
二

一
条
の
二
）。
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（
11
）		

角
松
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、
都
市
計
画
を
含
む
様
々
な
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
自
体
も
、
市
民
と
行
政
と
の
間
の
情
報
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
に
基
づ
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
種
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）		

佐
藤
（
二
〇
〇
一
）、
四
一
四
～
四
一
五
頁
。

（
13
）		
し
か
し
な
が
ら
、「
参
加
」
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
面
で
の
み
語
る
こ
と
は
、
片
手
落
ち
の
誹
り
を
免
れ
ま
い
。
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
現
場
で
、

市
民
参
加
の
理
念
と
は
裏
腹
に
、
一
部
の
熱
心
な
参
加
者
を
除
く
と
、「
参
加
」
へ
の
関
心
は
必
ず
し
も
広
が
っ
て
い
な
い
と
も
言
わ
れ
る
。
人
び

と
が
感
じ
る
「
参
加
」
の
時
間
的
・
精
神
的
・
労
力
的
コ
ス
ト
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
「
参
加
」
の
制
度
化
は
、

「
参
加
」
す
る
側
の
ニ
ー
ズ
の
有
無
に
関
係
な
く
一
方
的
に
「
参
加
」
を
制
度
化
し
、「
参
加
」
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

第
１
章　

都
市
計
画
紛
争
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題

本
章
は
、
主
に
市
民
参
加
と
い
う
観
点
か
ら
、
都
市
計
画
紛
争
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
続
く
第
２
章
お
よ
び
第
３
章
の
議
論
を
展
開
し
て
い
く
。
な
お
、
本
稿
全
体
で
議
論
の

対
象
と
す
る
「
市
民
参
加
」
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
当
事
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
と
し
て
の
市
民
の
参
加
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
考
察
す
る
課
題
と
は
、〈
個
別
具
体
の
制
度
の
問
題
点
・
改
善
点
の
こ
と
〉
で
は
な
く
、〈
制
度
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
、
あ
る

い
は
背
景
に
あ
る
、
考
え
方
・
問
題
構
制
へ
の
問
い
か
け
の
こ
と
〉
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
暗
黙
の
う
ち
に
先
取
り
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
問
う
こ
と
こ
そ
が
、
ま
ず
も
っ
て
重
要
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
紛
争
処
理
の
過
程
は
、
幅
広
く
考
え
れ
ば
、
紛
争
の
最
中
に
あ
る
当
事
者
ど
う
し
の
、
さ
ら
に
は
第
三
者
を
巻
き
込
ん
だ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
、
相
手
に
こ
ち
ら
の
意
図
を
受
け
渡
し

損
ね
る
と
い
う
可
能
性
を
常
に
孕
ん
で
お
り
、
そ
の
こ
と
が
結
果
的
に
紛
争
を
更
に
亢
進
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
（
と
は

（
13
）
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言
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
た
か
ど
う
か
は
事
後
的
に
し
か
確
認
で
き
な
い
）。

し
か
し
、
事
後
的
に
で
は
あ
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
続
け
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
者
ど
う

し
が
真
摯
に
相
手
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
、
す
な
わ
ち
語
の
真
の
意
味
で
の
学
習
過
程
が
、
必
要
で
あ
ろ
う
。
面
識
の
な
い
様
々

な
価
値
観
を
も
っ
た
市
民
ど
う
し
が
、
あ
る
い
は
市
民
と
専
門
家
（
行
政
や
司
法
機
関
の
メ
ン
バ
ー
を
含
む
）
と
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
市
民
参
加
の
場
面
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
、
一
般
に
制
度
を
主
宰
し
知
悉
し
て

い
る
専
門
家
側
の
応
答
の
強
度
（
真
剣
さ
）
こ
そ
が
問
わ
れ
よ
う
。
か
か
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
現
行
制
度
は
、
以
下
の
よ
う
な
課
題

を
有
し
て
い
る
。

１
．
一
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ま
ず
第
一
に
、
都
市
計
画
行
政
の
専
門
家
の
間
で
依
然
と
し
て
根
強
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
制
度
に
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る

「
欠
如
モ
デ
ル
」
的
志
向
と
、「
欠
如
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
一
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
転
換
が
課
題
で
あ
る
。

現
実
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
公
聴
会
や
意
見
書
の
提
出
が
、
行
政
や
事
業
者
が
単
に
「
形
式
的
に

聞
き
お
く
」
活
動
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
市
民
等
が
自
ら
の
意
見
を
主
張
す
る
場
と
し
て
期
待
す
る
訴
訟
等
に
お
い
て
も
、

原
告
適
格
や
因
果
関
係
の
証
明
責
任
が
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
、
ま
た
裁
判
所
が
行
政
に
対
し
幅
広
い
裁
量
を
認
め
る
こ
と
で
、
現

状
で
は
、
市
民
等
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
の
行
政
や
司
法
に
お
い
て
は
、
構
造
的
に
、
市
民

等
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
十
全
な
主
体
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
は
あ
く
ま
で

も
計
画
決
定
権
者
た
る
行
政
、
あ
る
い
は
法
的
判
断
力
を
有
す
る
司
法
で
あ
り
、
市
民
等
は
副
次
的
な
役
割
を
担
う
に
過
ぎ
な
い
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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か
か
る
構
造
的
な
要
因
と
も
相
ま
っ
て
、
市
民
は
、
行
政
と
の
実
際
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
面
に
お
い
て
も
、〈
対
話
を
し

な
が
ら
も
実
際
に
は
「
排
除
」
さ
れ
て
い
る
〉
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
説
明
会
の
多
く
は
、
行
政
が
一
方
的
に
説

明
し
、
そ
れ
に
対
し
一
部
の
市
民
が
質
問
し
、
そ
の
質
問
に
行
政
が
形
式
的
に
答
え
る
も
の
の
、
市
民
の
不
満
や
懸
念
が
解
消
さ
れ
な

い
ま
ま
さ
ら
な
る
説
明

－

質
問
が
繰
り
返
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
半
ば
定
式
化
さ
れ
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
通
常
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
、
相
互
に
質
問

－

応
答
し
あ
う
（
立
場
が
反
転
す
る
）
と
い
う
関
係
は
見
ら
れ
ず
、
行
政
側
が
質
問
す

る
こ
と
も
逆
に
市
民
が
説
明
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
、
極
め
て
特
異
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
異
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
と
の
間
に
生
産
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
す
よ
り
も
、
む
し
ろ
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
態
を
顕
わ
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
長
良
川
河
口
堰
問
題
を
め
ぐ
る

市
民
と
行
政
と
の
対
話
を
考
察
し
た
環
境
社
会
学
者
の
足
立
重
和
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
二
つ
の
形

態
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
対
決
型
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
分
離
型
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

で
あ
る
。
前
者
の
「
対
決
型
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
公
共
事
業
の
必
要
性
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、
行
政
と
市
民
等
と

の
間
で
「
一
体
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
」
と
い
う
唯
一
の
正
当
性
を
争
う
こ
と
に
な
り
、
ど
ち
ら
の
立
場
に
も
収
斂
さ
れ
ず
に
膠
着
状

態
が
た
だ
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
後
者
の
「
分
離
型
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、「
対
決
型
」
の
膠
着
状
態
を
解

消
し
よ
う
と
争
点
を
「
ど
ち
ら
も
正
し
い
」
と
棚
上
げ
す
る
こ
と
で
、
合
意
の
形
成
を
放
棄
し
、
相
互
不
干
渉
＝
無
関
心
の
状
態
が
構

築
さ
れ
る
。

両
者
と
も
、
形
式
的
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
と
し
て
も
、
結
局
は
、「
言
い
っ
ぱ
な
し
」、「
聞
き
っ
ぱ
な
し
」
の
デ
ィ

ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
態
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
状
態
）
か
ら
は
、
市
民
と
行
政
と
の
合
意
形
成
や
協
働
関
係
な
ど
は
、
形
式
的
に
は
と
も
か
く
実
質
的
に
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
で

（
17
）

（
18
）
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あ
ろ
う
。

２
．
市
民
・
当
事
者
の
選
好
・
認
知
枠
組
み
の
固
定
化

第
二
に
、
現
行
制
度
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
制
度
に
参
加
す
る
市
民
・
当
事
者
の
選
好
や
認
知
枠
組
み
は
手
続
過

程
を
通
じ
て
変
化
す
る
こ
と
な
く
当
初
の
ま
ま
不
変
で
あ
る
、
と
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
行
政
機
関
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
、
市
民
・
当
事
者
が
示
す
最
初
の
立
場
・
要
求
を
前
提
に
、
そ
れ
ら
を
い
か
に
説
得
す
る
か
、
あ
る
い
は
行
政
が
許
容
で
き
る
範

囲
内
で
そ
れ
ら
を
い
か
に
妥
協
的
収
束
へ
と
導
く
か
、
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
司
法
の
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

当
事
者
は
最
初
に
訴
え
の
利
益
を
有
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
当
初
の
利
益
（
選
好
）
が
い
か
に
法
的
に
正
当
／
不
当
で
あ
る
の

か
が
、
原
告
・
被
告
の
間
で
、
対
抗
的
に
主
張
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
、
当
初
の
選
好
が
固
定
化
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
か
ら
の
選
好
・
認
知
枠
組
み
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
も
不
変
だ
と
想
定
す
る
な
ら
、
そ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
一
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
現
行
の
紛
争
処
理
手
続
の
中

で
公
論
形
成
の
場
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
な
場
）
の
創
出
を
困
難
な
も
の
と
し
て
い
る
。
と
言
う
の
も
、
公
論
が
形
成
さ
れ
る
に
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
お
互
い
の
選
好
・
意
見
が
変
わ
り
う
る
こ
と
が
、
前
提
と
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。
確
か
に
、
現
行
の

紛
争
処
理
手
続
の
中
で
も
「
現
代
型
訴
訟
」
に
は
、
一
種
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、「
裁

判
を
多
様
な
現
代
型
紛
争
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
さ
せ
る
べ
く
、
そ
の
能
力
増
大
の
方
策
を
探
る
こ
と
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
論
理
的
に
も
無
理
」
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
当
事
者
の
意
見
を
必
要
に
応
じ
て
「
職
権
的
」
に
聞
く
と
い
う
行
政

型
Ａ
Ｄ
Ｒ
で
は
、
公
論
を
形
成
す
る
機
会
が
予
め
奪
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
民
参
加
手
続
の
中
で
は
「
公
聴
会
」
等
が
、
意
見
が

聞
か
れ
議
論
が
行
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
機
能
を
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
は
非
常
に
形
式
的
・
儀
式
的
で
あ
る
。

（
19
）

（
20
）
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ま
た
、
都
市
計
画
法
の
手
続
で
は
、
意
思
形
成
の
場
の
一
つ
と
し
て
、
自
治
体
の
議
員
や
学
識
経
験
者
等
の
第
三
者
を
含
め
た
「
都

市
計
画
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
の
提
示
す
る
議
案
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
実
質
的
な
「
審
議
」、「
議
論
」
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
小
泉
秀
樹
に
よ
れ
ば
、
現
状
の
都
市
計
画
審
議
会
は
、
市
民
に
よ
る
討
論
の
場
と
し
て
も
、
議
会
に
か
わ
る
意
思
決

定
の
場
と
し
て
も
、
さ
ら
に
専
門
的
見
地
か
ら
検
討
を
行
う
場
と
し
て
も
、
十
分
で
は
な
く
、
曖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

政
治
学
者
の
ヤ
ン
・
エ
ル
ス
タ
ー
は
、
集
合
的
決
定
を
、
当
事
者
の
固
定
し
た
選
好
を
集
約
す
る
「
市
場
的
決
定
」
と
、
公
共
的
討

議
を
通
じ
て
当
事
者
の
選
好
が
変
容
し
合
意
に
向
か
う
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
決
定
」
の
二
つ
に
類
型
化
し
て
い
る
が
、
現
行
の
制
度
は
、

前
者
の
「
市
場
的
決
定
」
の
み
を
追
求
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
下
支
え
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

３
．
市
民
・
当
事
者
像
の
単
純
化

第
三
に
、
現
行
の
制
度
で
は
、
多
様
で
あ
る
は
ず
の
市
民
・
当
事
者
が
、「
自
己
利
益
を
最
大
化
す
る
主
体
」
あ
る
い
は
「
自
己
統

治
す
る
自
律
的
主
体
」
な
ど
に
単
純
化
さ
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
司
法
の
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
近
代
法
の
持
つ
普
遍
的
・
客
観
的
ル
ー
ル
と
権
利
主
体
と
し
て
の
自
律
的

な
個
人
を
前
提
と
し
、
第
三
者
審
級
に
依
拠
し
た
理
性
的
な
準
拠
枠
（
そ
れ
が
た
と
え
「
自
己
欺
瞞
的
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
に
則
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
由
か
つ
平
等
な
法
的
人
格
の
尊
重
、
お
よ
び
、

そ
の
よ
う
な
法
の
貫
徹
を
求
め
る
近
代
法
理
念
を
一
概
に
否
定
す
る
必
要
は
当
然
無
い
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
、
和
田
仁
孝
が
言
う
よ

う
に
、
近
代
法
が
自
ら
の
外
部
に
前
提
と
し
て
置
い
て
い
た
「
共
同
的
関
係
性
」
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
、
流
動
的
で
多
元
的
な
「
個
人

化
」
の
波
に
法
そ
の
も
の
が
晒
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
法
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
前
提
と
し
て
い
る
当
事
者
像
も
、

変
化
に
晒
さ
れ
ざ
る
を
え
ま
い
。

（
21
）

（
22
）

（
23
）
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司
法
の
場
以
外
に
お
い
て
も
、
行
政
が
主
宰
す
る
公
聴
会
で
は
、
例
え
ば
「
補
償
の
問
題
」
や
「
立
ち
退
き
の
問
題
」
な
ど
、
行
政

が
対
応
可
能
な
個
別
具
体
の
利
害
に
関
し
て
の
み
、
そ
れ
ら
を
最
大
化
す
る
よ
う
に
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
な
主
体
、
す
な
わ
ち
怜
悧

で
合
理
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
織
り
な
す
者
た
ち
の
み
を
、
市
民
・
当
事
者
と
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
感
情

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
顕
わ
に
す
る
者
、
個
人
的
な
事
情
を
強
く
訴
え
る
者
な
ど
、
紛
争
の
最
中
に
あ
っ
て
は
、
当
然
出
て
く

る
よ
う
な
人
び
と
を
、
予
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
か
ら
排
除
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

紛
争
解
決
の
場
を
よ
り
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
現
実
の
多
元
的
な
市
民
・
当
事
者
像
を
踏
ま
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

註（
13
）		

市
民
参
加
の
一
形
態
と
し
て
、
市
民
等
が
対
話
促
進
型
調
停
の
調
停
人
と
し
て
参
加
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
家
事
調
停

や
民
事
調
停
の
調
停
員
が
一
般
市
民
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
調
停
の
「
参
加
説
」
を
強
調
す
る
議
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
調
停

人
と
し
て
の
市
民
参
加
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
と
し
て
の
市
民
参
加
を
論
じ
る
。

（
14
）		

「
欠
如
モ
デ
ル
」
は
、
一
般
的
に
、
科
学
技
術
論
で
批
判
的
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
り
、「
知
識
が
欠
如
し
た
市
民
へ
知
識
を
注
入
す
る
こ
と
で
、

当
該
科
学
技
術
等
へ
の
市
民
の
支
持
・
受
容
が
高
ま
る
」
と
考
え
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
な
お
、
私
見
で
は
、
科
学
技
術
に
留
ま
ら
ず
、「
市
民
の
法

へ
の
ア
ク
セ
ス
・
接
点
を
強
化
す
る
こ
と
で
司
法
へ
の
理
解
・
信
頼
を
高
め
る
」
と
い
う
司
法
へ
の
市
民
参
加
や
司
法
教
育
等
の
推
進
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
も
、
こ
の
「
欠
如
モ
デ
ル
」
が
見
え
隠
れ
し
て
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
15
）		

も
ち
ろ
ん
、
近
時
、
行
政
事
件
訴
訟
の
判
決
で
は
、「
国
民
の
権
利
利
益
の
実
効
的
な
救
済
」
を
目
指
し
、
救
済
範
囲
の
拡
大
傾
向
も
伺
え
る
。

（
16
）		

樫
澤
（
二
〇
〇
一
）、
三
一
頁
。

（
17
）		

足
立
（
二
〇
〇
二
）、
四
三
頁
。

（
18
）		

以
下
、
足
立
（
二
〇
〇
二
）、
四
六
～
五
六
頁
を
参
照
。

（
19
）		

守
屋
（
一
九
九
二
）、
八
一
三
頁
。
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（
20
）		

筆
者
は
、「
説
明
会
」「
公
聴
会
」
等
に
、
何
度
か
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
行
政
側
に
と
っ
て
「
良
い
」
説
明
会
・
公
聴

会
と
は
、
住
民
か
ら
の
質
問
に
答
え
き
る
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
、
聴
く
こ
と
・
議
論
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
最
も
恐
れ
る
こ

と
は
、
そ
の
場
で
「
言
質
」
を
取
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
い
わ
ゆ
る
「
声
の
大
き
な
」
住
民
は
、
行
政
に
一
泡
吹
か
せ
て
や
ろ
う
と
い
う

自
己
顕
示
と
、
あ
る
種
の
政
治
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
披
露
す
る
場
と
し
て
、
説
明
会
・
公
聴
会
を
活
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ

て
も
、
い
わ
ゆ
る
議
論
す
る
こ
と
自
体
は
、
そ
の
主
眼
に
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
い
わ
ば
一
種
の｢

伝
統
芸｣

化
し
た
敵
対
的

共
犯
関
係
が
、
そ
こ
に
は
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
21
）		

小
泉
（
二
〇
〇
六
ｂ
）、
二
八
八
頁
。
な
お
、
小
泉
は
、「
日
本
の
都
市
計
画
に
お
い
て
は
、
コ
ー
ト
（
司
法
的
過
程
）
の
機
能
は
実
質
的
に
欠
落

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
く
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
、
二
九
〇
頁
）。

（
22
）		

E
lster

（1986
）、
沢
田
（
二
〇
〇
五
）、
一
二
～
一
三
頁
。

（
23
）		

和
田
（
二
〇
〇
四
）、
四
一
七
～
四
一
八
頁
。

第
２
章　

都
市
計
画
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
対
話
促
進
型
調
停

近
時
、
都
市
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
計
画
・
政
策
へ
の
市
民
の
参
加
を
図
る
上
で
、「
行
政
と
市
民
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
」
や
「
公
論
形
成
の
た
め
の
場
」
の
形
成
の
重
要
性
・
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の

議
論
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
「
場
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
に
ま
で
は
、
十
分
に
眼
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
か
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
場
」
の
形
成
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
制
度

的
に
「
場
」
さ
え
形
成
さ
れ
れ
ば
、
あ
と
は
自
ず
と
行
政
と
市
民
と
の
間
で
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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本
章
は
、
第
１
章
で
示
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
①
都
市
計
画
当
事
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
多
元
的
で
あ
る
こ
と
、
②
対
話
促

進
型
調
停
は
参
加
者
の
選
好
や
認
知
枠
組
み
の
「
揺
ら
ぎ
」
や
「
変
容
」
に
応
答
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
明
ら
か
に
し
、
都
市
計

画
紛
争
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
円
滑
化
・
実
質
化
す
る
上
で
、
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
が
一
定
の
意
義
を
持
ち
う

る
こ
と
を
論
じ
る
。

１
．
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
現
行
の
都
市
計
画
手
続
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
根
強
い
「
欠
如
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
一
方

向
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
市
民
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
体
と
は
認
め
な
い
と
い
う
構
造
的
問
題
お
よ

び
か
か
る
形
式
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
態
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
、
が
存
在
す

る
。こ

れ
ら
の
問
題
を
可
能
な
限
り
縮
減
し
、
よ
り
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

主
体
た
る
都
市
計
画
手
続
へ
の
参
加
当
事
者
た
ち
が
、
い
か
な
る
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
て
い
る
の
か
、
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
有
用
で
あ
ろ
う
。

そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
筆
者
は
、
都
市
計
画
手
続
に
お
け
る
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
市
民
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
「
参

加
」
に
何
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
「
参
加
ニ
ー
ズ
」
と
「
参
加
」
の
場
に
お
け
る
参
加
者
間
の
「
関
係
性
」
と
に
着
目
し
て
、
類
型

化
し
た
こ
と
が
あ
る
。
以
下
、
図
２

－

１
を
参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
四
類
型
を
簡
単
に
示
し
て
お
こ
う
。 

（
24
）
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①　
「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」

図
２

－

１
の
第
一
象
限
に
あ
た
る
の
は
、
参
加
者
が
「
公
共
ニ
ー
ズ
」

の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
す
よ
う
な
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。
参
加
者
が
協
働
的
な
関
係
を
形
成
し
、
対
話
・
討
議
や
共
同
学
習

を
通
し
て
、
各
自
の
個
々
の
利
害
・
ニ
ー
ズ
に
拘
泥
せ
ず
公
共
的
な
問
題

に
関
心
を
向
け
る
こ
と
を
、
そ
の
理
想
と
す
る
。
い
わ
ば
「
討
議
民
主
主

義
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
よ
う
。

②　
「
市
民
運
動
タ
イ
プ
（
現
代
型
訴
訟
タ
イ
プ
）」

図
２

－

１
の
第
二
象
限
に
あ
た
る
の
は
、「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」

と
同
様
、「
公
共
ニ
ー
ズ
」
の
実
現
を
目
指
す
が
、
当
事
者
は
対
抗
的
な

関
係
を
維
持
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
共
ニ
ー

ズ
の
正
当
性
を
公
共
空
間
に
お
い
て
対
抗
的
に
主
張
し
あ
う
「
市
民
運
動

タ
イ
プ
」、
あ
る
い
は
訴
訟
の
場
で
対
抗
的
言
説
を
開
陳
し
な
が
ら
公
共

ニ
ー
ズ
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
「
現
代
型
訴
訟
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
よ
う
。

（
25
）

（
26
）

（
27
）

図
２

－

１　

‌�

都
市
計
画
手
続
に
お
け
る
「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
類
型

出
典
：
兼
重
（
二
〇
〇
九
）
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③　
「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」

図
２

－

１
の
第
三
象
限
に
あ
た
る
の
は
、
例
え
ば
、
立
ち
退
き
や
移
転
補
償
な
ど
の
条
件
闘
争
、
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
に
伴
う
日
照

問
題
・
住
環
境
問
題
な
ど
、「
個
別
ニ
ー
ズ
」
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
当
事
者
が
対
抗
的
に
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
よ
う
。
こ
の
「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
は
、

個
々
の
生
活
空
間
に
根
ざ
し
た
ニ
ー
ズ
に
焦
点
を
あ
て
る
と
と
も
に
、
当
該
都
市
計
画
の
持
つ
様
々
な
問
題
点
を
顕
わ
に
し
、
争
点
化

す
る
こ
と
に
な
る
。

④　
「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」

図
２

－

１
の
第
四
象
限
に
あ
た
る
タ
イ
プ
は
、「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
と
同
様
、「
個
別
ニ
ー
ズ
」
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

当
事
者
が
参
加
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
が
、
そ
の
関
係
は
協
働
的
な
も
の
で
あ
る
。
参
加
者
各
自
が
、
お
互
い
の
利
害
関
心
が

満
足
し
あ
う
よ
う
に
交
渉
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
い
う
、
い
わ
ば
「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
建
築
協
定
や
地
区
計
画
な
ど
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
都
市
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
お
い
て
、
計
画
の
具
体
的
な
問
題

点
や
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
点
等
を
指
摘
し
、
協
議
し
な
が
ら
修
正
を
加
え
て
い
く
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

以
上
都
市
計
画
に
お
け
る
「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
四
類
型
を
概
観
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
分
け
を
意
識
し
て
お
く
こ
と
は
、
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
質
化
す
る
上
で
、
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
都
市
計
画
手
続
へ
の
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
は
、
参
加
の
実
質
化
を
図
る
上
で
、
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
う
る
の
だ
ろ

う
か
。
続
く
第
２
節
で
は
、「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
四
類
型
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。
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２
．
対
話
促
進
型
調
停
ス
キ
ル
の
有
効
性

都
市
計
画
手
続
に
お
け
る
「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
円
滑
化
・
実
質
化
を
図
る
た
め
の
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
は
、

（
１
）「
参
加
」
の
場
へ
の
調
停
人
の
介
在
と
（
２
）
そ
こ
で
の
ス
キ
ル
の
活
用
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
順
に

見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
１
）「
参
加
」
の
場
へ
の
調
停
人
の
介
在

①　
「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」
―
対
話
・
交
渉
の
場
の
実
質
化

調
停
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
側
面
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
参
加
者
の
協
働
的
な
関
係
に
基
づ
き
合
意
を
志
向
す
る 

「
討
議
民
主

主
義
タ
イ
プ
」
や
「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
親
和
性
は
高
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
、
例
え
ば
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
な
「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

熱
心
で
は
あ
る
が
限
定
さ
れ
た
参
加
者
の
内
に
閉
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
あ
る
い
は
、｢

利
害
交
渉
タ
イ
プ｣

の
参
加
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
例
え
ば
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
の
目
的
を
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
す
る
議
論
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
企
業
家
的
な
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
行
政
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
（
ユ
ー
ザ
ー
）
で
あ
る
限
り
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
の
み
、
個
別
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
現
状
の
「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」
な
い
し
「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
形
式
化
し
て
い
る
と
同
時
に
、
行
政
の
想
定
す
る
範
囲
内
で
の
予
定
調
和
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
行
政
に
は
予
期
で
き
な
い
情
報
や
ニ
ー
ズ
が
計
画
の
中
へ
反
映
さ
れ
う
る
機
会
を
失
し
て
い
る
、
と

い
う
リ
ス
ク
が
孕
ま
れ
て
い
る
。

か
か
る
問
題
の
解
消
に
向
け
て
は
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
調
停
人
を
介
在
さ
せ
、
対
話
や
交
渉
の
場

（
28
）
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を
実
質
化
し
、
協
働
関
係
や
合
意
の
形
成
を
円
滑
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
な
ら
、
例
え
ば
、

現
状
の
多
く
で
は
行
政
な
い
し
は
事
業
者
が
主
催
者
と
し
て
独
占
し
て
い
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
等
の
進
行
役

に
関
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
と
し
て
の
調
停
人
を
中
立
的
な
進
行
役
と
し
て
介
在
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
調
停
人
の
介
在
に
よ
っ
て
、
対
話
プ
ロ
セ
ス
が
活
性
化
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
が 「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」
や
「
利

害
交
渉
タ
イ
プ
」
の
対
話
の
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
か
か
る
対
話
促
進
型
調
停
を
活
用
し
た
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
例
え
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
よ
う
に
一
定
の

期
間
に
複
数
回
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
相
互
の
「
共
同
学
習
」
と
対
話
・
討
議
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
「
自

己
変
容
」
あ
る
い
は
関
係
性
の
「
変
容
」
が
促
さ
れ
る
契
機
と
も
な
り
う
る
。
参
加
者
は
「
参
加
」
当
初
に
主
張
し
て
い
た
立
場
の
基

底
に
あ
る
ニ
ー
ズ
を
お
互
い
に
理
解
し
、
さ
ら
に
は
「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」
の
参
加
が
理
想
と
す
る
協
働
と
公
共
的
な
関
心
へ
と

向
き
合
う
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

②　
「
説
明
会
」「
公
聴
会
」
―
参
加
者
の
「
揺
ら
ぎ
」
や
「
変
容
」
へ
の
応
答

｢

討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ｣

や｢

利
害
交
渉
タ
イ
プ｣
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
対
話
の
実
質
化
と
同
様
に
重
要
で

あ
る
の
が
、
参
加
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
た
参
加
者
の
「
揺
ら
ぎ
」
な
い
し
は
「
変
容
」
に
応
答
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
都
市
計
画
に
お
け
る
「
参
加
」
の
入
り
口
と
な
る
の
は
、「
公
聴
会
」
や｢

説
明
会｣

で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
な
い
し

事
業
者
が
一
方
的
に
説
明
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
一
方
的
に
聞
く
だ
け
と
い
う｢

公
聴
会｣

や
「
説
明
会
」
の
実
態
は
、
参
加
者

に
と
っ
て
非
常
に
形
式
的
・
儀
式
的
な
も
の
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
多
く
の
場
合
、
こ
の｢

公
聴
会｣

や｢

説
明
会｣

に
お

い
て
、
参
加
者
は
行
政
な
い
し
事
業
者
か
ら
計
画
の
提
案
を
初
め
て
受
け
る
た
め
、
そ
れ
ら
を｢

寝
耳
に
水｣

の
計
画
と
し
て
受
け
と

（
29
）
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め
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
か
く
し
て
「
参
加
」
の
入
り
口
で
あ
る｢

公
聴
会｣

や｢

説
明
会｣

に
お
い
て
、
参
加
者
は
、
無
力
感
・

徒
労
感
を
抱
い
て
無
関
心
と
な
る
か
、
行
政
な
い
し
事
業
者
と
の
対
立
的
な
関
係
に
入
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
特
に
後
者
の
よ
う
な
参

加
者
は
、「
市
民
運
動
タ
イ
プ
」
な
い
し
「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
の
「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
展
開
す
る
場
合
が
あ
る
。
し

か
し
ま
た
、
当
事
者
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
関
わ
ら
ず
、
計
画
対
象
地
域
の
中
で
住
み
続
け
ざ
る
を
得
な
い
、
日
常
生
活
に
お
け

る
人
間
関
係
を
断
絶
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
場
合
も
少
な
く
な
い
。
仮
に
あ
る
人
が
、｢

市
民
運
動
タ
イ
プ｣

や｢

住

民
運
動
タ
イ
プ｣
の
対
抗
的
な
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
自
己
貫
徹
的
に
ニ
ー
ズ
を
勝
ち
得
た
と
し
て
も
、
か
か
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
帰
結
と
し
て
の
関
係
の
抽
象
化
・
断
絶
化
が
、
そ
の
後
の
地
域
の
日
常
生
活
の
中
で
様
々
な
関
係
性
の
維
持
を

困
難
な
も
の
と
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
当
初
は
「
市
民
運
動
タ
イ
プ
」
あ
る
い
は
「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
の
「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
志
向
し
て
い
た
参
加
者
が
、
時
間
的
経
過
の
中
で
、
あ
る
い
は
日
常
生
活
と
の
往
還
の
中
で
、
か
か
る
可
能
性
を
意
識
す
る
な

ら
ば
、
当
初
の
立
場
か
ら
の
揺
ら
ぎ
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、｢

説
明
会｣

や
「
公
聴
会
」、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
移
行
し
う
る｢

市
民
運
動
タ
イ
プ｣

「
や
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
計
画
の
是
非
を
問
う
と
い
う
か
た
ち
で
、
問
題
の
シ
ン
グ
ル
イ
シ
ュ
ー
化
が
図
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
あ
る
道
路
計
画
に
対
し
て
単
純
に
賛
否
の
み
を
問
わ
れ
れ
ば
「
賛
成
」
な
い
し
「
反
対
」
と
し
か
表
明
で

き
な
い
（
せ
ざ
る
を
得
な
い
）
参
加
者
で
あ
っ
て
も
、
実
は
「
道
路
計
画
に
は
賛
成
だ
け
れ
ど
も
、
沿
道
の
騒
音
に
は
配
慮
す
べ
き
だ

と
考
え
る
」、
あ
る
い
は
「
道
路
計
画
に
は
反
対
だ
け
れ
ど
も
、
大
気
汚
染
の
問
題
が
改
善
さ
れ
る
な
ら
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
意
見
を
有
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
つ
ま
り
、
計
画
へ
の
賛
否
な
ど
抽
象
化
・
単
純
化
さ
れ
た
争
点
の
背

後
に
は
様
々
な
理
由
や
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
抽
象
化
・
単
純
化
さ
れ
た
争
点
で
は
必
ず
し
も
割
り

切
れ
な
い
状
況
に
お
い
て
、
参
加
者
は
「
揺
ら
ぎ
」
な
い
し
「
変
容
」
を
経
験
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
30
）
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し
か
し
現
状
で
は
、
参
加
者
の
「
揺
ら
ぎ
」
や
「
変
容
」
を
受
け
と
め
る
（
繋
ぎ
と
め
る
）
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
用

意
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
あ
る
い
は
、
あ
る
参
加
者
が
、「
市
民
運
動
タ
イ
プ
」
か
ら
「
討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
、「
住
民
運
動
タ
イ
プ
」
か
ら
「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」
の
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
移
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
。
か
か
る
状
況
の
も
と
で
は
、
参
加
者
が
仮
に
当
初
の
立
場
か
ら
の｢

揺
ら
ぎ｣

や｢

変
容｣

を
自
覚
し
た
と
し
て
も
、
一
旦
振

り
上
げ
た
拳
を
下
ろ
す
機
会
が
な
い
ま
ま
、
当
初
の
立
場
を
継
続
す
る
か
、
運
動
の
長
期
化
・
先
鋭
化
や
裁
判
闘
争
等
に
伴
う
時
間

的
・
精
神
的
・
費
用
的
に
多
大
な
コ
ス
ト
を
支
払
わ
ざ
る
得
な
い
こ
と
に
な
る
か
、
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
こ
ま
で
に
は
至
ら
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、「
離
脱
」
と
い
う
形
で
し
か
残
る
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
か
ら
離

脱
し
た
（
あ
る
い
は
初
め
か
ら
「
参
加
」
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
）「
と
る
に
足
ら
な
い
人
」
と
さ
れ
、
結
果
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
セ
ス
か
ら
排
除
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
リ
ス
ク
も
、
そ
こ
に
は
孕
ま
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
都
市
計
画
に
お
け
る
「
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
入
り
口
と
し
て
の
「
公
聴
会
」
や
「
説
明
会
」
は
、
少
な

く
と
も
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
「
聴
か
れ
る
」
場
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
、｢

討
議
民
主
主
義
タ
イ
プ｣

や
「
利
害
交
渉
タ
イ
プ
」
の
場

と
同
様
、
調
停
人
が
そ
の
進
行
役
と
し
て
介
在
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
調
停
人
が
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
や
背
景
に
あ
る

理
由
を
細
や
か
に
拾
い
上
げ
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
「
揺
ら
ぎ
」
や
「
変
容
」
に
応
答
し
、
公
聴
会
や
説
明
会
の
後
の｢

参
加
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

の
場
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
調
停
人
が
た
だ
参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
介
在
す
る
だ
け
で
改
善
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
当
然
、
調
停
人
は
次
に
述
べ
る
よ
う
な
対
話
促
進
型
調
停
の
ス

キ
ル
を
活
用
・
駆
使
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
31
）
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（
２
）
対
話
促
進
型
調
停
ス
キ
ル
の
活
用

①　

イ
シ
ュ
ー
の
微
分
化
・
具
体
化

対
話
や
交
渉
を
実
質
化
す
る
上
で
調
停
人
が
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
の
早
期
の
段
階
で
用
い
る
ス
キ
ル
が
、
イ
シ
ュ
ー
の
微
分
化
・

具
体
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
二
項
対
立
的
に
み
え
る
争
点
を
い
く
つ
か
の
論
点
に
微
分
化
（
分
解
）
す
る
こ
と
で
、
話
し
合

い
可
能
な
複
数
の
具
体
的
な
問
題
へ
と
落
と
し
込
む
ス
キ
ル
で
あ
る
。
例
え
ば
、
再
開
発
計
画
に
関
し
て
「
環
境
に
悪
い
か
ら
反
対
」

と
「
環
境
が
良
く
な
る
か
ら
賛
成
」
と
い
う
二
項
対
立
的
な
争
点
が
あ
る
と
し
た
場
合
、
調
停
人
は
、
そ
こ
で
抽
象
的
に
「
環
境
」
と

名
指
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
日
照
や
騒
音
の
問
題
な
の
か
、
居
住
環
境
の
問
題
な
の
か
、
そ
れ
と
も
景
観
の
問
題
な
の
か
な
ど
、
具
体

的
に
参
加
者
に
問
い
か
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
話
し
合
い
の
論
点
を
仕
分
け
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
の｢

環
境｣

と
い

う
抽
象
的
な
争
点
レ
ベ
ル
で
は
、
あ
た
か
も
対
立
的
あ
る
い
は
観
念
的
に
み
え
た
問
題
を
、
よ
り
具
体
的
な
問
題
へ
と
微
分
化
す
る
こ

と
で
、
話
し
合
い
可
能
な
具
体
的
な
接
点
を
探
り
、
話
し
合
い
の
内
容
の
実
質
化
を
図
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
調
停
人
は
こ
の
微
分
化

し
た
イ
シ
ュ
ー
に
関
し
、
そ
の
話
し
合
う
順
番
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
話
し
合
い
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
実
り
あ
る
も

の
へ
方
向
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。 

②　

基
底
的
ニ
ー
ズ
の
顕
現
化

イ
シ
ュ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
背
後
に
は
基
底
的
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
、
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
話
し
合
う
べ
き
イ
シ
ュ
ー
が
明
確
に

な
っ
た
後
に
は
、
参
加
者
は
そ
の
イ
シ
ュ
ー
毎
の
ニ
ー
ズ
を
お
互
い
に
理
解
し
あ
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
価
値
が
多
元
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
対
立
し
あ
う
当
事
者
が
直
面
し
あ
う
状
況
に
お
い
て
、
都

市
計
画
の
専
門
家
が
当
事
者
の
基
底
的
ニ
ー
ズ
を
探
り
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
参
加
者
は
、
思
い
込
み
に
溢
れ
て
お
り
、
お
互
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い
を
賛
成
の
立
場
か
反
対
の
立
場
か
に
単
純
化
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
立
場
と
を
衝
突
さ
せ
あ
う
状
況
に
あ
る
。
し

か
し
、
対
話
促
進
型
調
停
お
い
て
は
、
調
停
人
は
、
参
加
者
に
対
し
単
に
賛
否
や
解
決
策
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
賛
否
や
解
決
策
を
根

拠
づ
け
て
い
る
理
由
を
聞
く
な
ど
の
ス
キ
ル
を
用
い
て
、
そ
の
基
底
的
ニ
ー
ズ
を
顕
現
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
加
者
が
当
初
の
立

場
と
し
て
主
張
し
て
い
た
も
の
が
、
参
加
者
の
基
底
的
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
が
、 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
参
加
者
の
前
で
つ
ま
び
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
が
参
加
者
全
員
の
目
の
前
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
基
底
的

ニ
ー
ズ
を
参
加
者
が
共
に
知
り
合
う
こ
と
、
共
に
学
習
し
あ
う
こ
と
も
で
き
る
。

③　

リ
フ
レ
イ
ム

参
加
者
の
基
底
的
ニ
ー
ズ
が
顕
現
化
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
満
足
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
次
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
フ
ェ
ー
ズ
で
の
課
題
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
が
リ
フ
レ
イ
ム
で
あ
る
。
リ
フ
レ
イ
ム
と
は
、「
当
事
者
が
お
互
い
の

努
力
で
解
決
す
べ
き
共
通
の
問
題
と
し
て
、
調
停
人
が
再
構
築
す
る
こ
と
」、「
当
事
者
の
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
同
時
に
満
た
せ
る
よ
う
な

解
決
策
を
双
方
が
共
に
考
え
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
合
意
を
形
成
し
て
い
く
上
で
重
要
な
局
面
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
リ
フ
レ
イ
ム
の
応
用
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
参
加
者
間
に
お
け
る
「
共
通
基
盤
の
形
成
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

参
加
者
に
と
っ
て
の
共
通
の
問
題
に
調
停
人
が
焦
点
を
当
て
る
と
い
う
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
、
参
加
者
が
個
々
の
利
害
か
ら
共
通
の
ニ
ー

ズ
や
問
題
へ
と
目
を
転
じ
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
調
停
人
は
、
当
事
者
の
世
界
観
・
価
値
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
差
異
を
消

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
当
事
者
は
、
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
聴
き
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
共

通
の
経
験
を
通
じ
た
「
協
働
」
が
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
話
促
進
型
調
停
の
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
当
事

者
間
に
協
働
関
係
の
契
機
が
生
じ
う
る
と
い
え
よ
う
。

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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以
上
述
べ
て
き
た
対
話
促
進
型
調
停
導
入
の
意
義
を
要
約
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
対
話
促
進
型
調
停
は
、
参

加
者
の｢

揺
れ｣

や｢

変
容｣

に
応
答
し
、
当
事
者
間
の
協
働
的
な
関
係
を
基
盤
と
し
た｢

参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

へ
の
移
行

を
支
え
る
機
能
が
あ
る
。
こ
れ
を
や
や
抽
象
的
に
言
う
な
ら
ば
、
対
話
促
進
型
調
停
は
、
当
初
の
自
己
の
立
場
と
対
抗
的
な
関
係
に
固

執
し
た
参
加
者
の
関
係
性
を
開
き
、
参
加
者
の
基
底
的
な
ニ
ー
ズ
を
具
体
化
し
た
上
で
、
協
働
的
な
話
し
合
い
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ

と
で
、｢

参
加
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン｣

を
実
質
化
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
策
定
さ
れ
た
計
画
は
、
当
事
者
の
多
様
な
利
害
関
心
を
満
足
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
計
画
へ
の

合
意
の
調
達
を
容
易
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
当
初
は
表
面
に
は
現
れ
て
は
い
な
か
っ
た
情
報
や
ニ
ー
ズ
が
引
き
出
さ
れ
、
そ

れ
ら
が
計
画
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
、
計
画
の
合
理
性
自
体
も
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
計
画
の
実

施
プ
ロ
セ
ス
の
円
滑
化
に
も
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

註（
24
）		

兼
重
（
二
〇
〇
九
）。
な
お
、
本
章
は
、
兼
重
・
同
の
一
部
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
25
）		

「
公
共
ニ
ー
ズ
」
と
は
、
例
え
ば
、
当
該
都
市
計
画
の
地
区
全
体
に
関
わ
る
意
義
、
メ
リ
ッ
ト
、
必
要
性
な
ど
、
公
共
的
な
問
題
を
問
お
う
と
す
る

ニ
ー
ズ
で
あ
る
。

（
26
）		

討
議
民
主
主
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
篠
原
（
二
〇
〇
四
）、
田
村
（
二
〇
〇
八
）
を
参
照
。

（
27
）		

現
代
型
訴
訟
で
は
、
個
別
利
害
調
整
だ
け
で
な
く
現
状
の
政
策
の
問
題
点
を
広
く
公
共
化
し
た
い
と
考
え
る
当
事
者
が
提
訴
す
る
こ
と
で
、
政
策

形
成
の
市
民
参
加
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
28
）		

加
藤
（
二
〇
〇
二
）。

（
29
）		

Forester

（1992

）, p.264 -272 .

（
30
）		

「
対
決
型
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
生
み
出
さ
れ
や
す
い
状
況
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。
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（
31
）		

R
anciére

（2005

）, p.80 ,

邦
訳
、
九
八
頁
。

（
32
）		

Forester

（2006

）, p452 .
（
33
）		
レ
ビ
ン
小
林
久
子
（
二
〇
〇
三
）、
二
六
一
頁
。

（
34
）		

Forester

（2006

）, p454 .

（
35
）		

Forester
（1998

）.

第
３
章　

福
山
市
鞆
の
浦
地
区
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

前
章
ま
で
に
お
い
て
、
対
話
促
進
型
調
停
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
章
で
は
、

対
話
促
進
型
調
停
導
入
の
可
能
性
を
、
都
市
計
画
に
関
わ
る
紛
争
事
例
に
即
し
、
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
、
港
湾
の
埋
立
・
架
橋
計

画
を
め
ぐ
り
長
期
化
し
た
紛
争
へ
対
話
促
進
型
調
停
を
導
入
し
た
事
例
と
し
て
、
福
山
市
の
鞆
の
浦
地
区
を
取
り
上
げ
、
対
話
促
進
型

調
停
導
入
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
課
題
と
を
整
理
す
る
。

１
．
福
山
市
「
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」
の
設
置

福
山
市
鞆
地
区
は
、
福
山
市
中
心
部
か
ら
南
西
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
港
町
で
あ
る
。
現
在
は
福
山
市
の
一
部
と
な
っ

て
い
る
が
（
一
九
五
六
年
に
福
山
市
と
合
併
）、
戦
前
に
は
沼
隈
郡
役
所
も
設
置
さ
れ
た
沼
隈
地
域
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
鞆
地
区

の
中
に
あ
る
鞆
の
浦
は
、
古
く
よ
り
「
潮
待
ち
」
の
た
め
の
海
上
交
通
の
要
衝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
中
世
・
近
世
と
繁
栄
し
て
き
た
。

現
在
で
も
な
お
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
港
湾
施
設
（「
常
夜
燈
」「
雁
木
」「
波
止
場
」
等
）
が
残
っ
て
お
り
、
年
間
約
一
七
〇
万
人

（
36
）
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を
超
え
る
人
び
と
が
訪
れ
る
観
光
地
で
も
あ
る
。

一
方
で
、
鞆
地
区
は
、
一
九
六
〇
年
に
は
約
一
三
、〇
〇
〇
人
を
数
え
た
地
区
の
人
口
が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
五
、〇
〇
〇
人
を
下
回

る
ま
で
に
減
少
し
て
お
り
、
高
齢
化
も
顕
著
に
進
ん
で
い
る
（
六
五
歳
以
上
が
地
区
人
口
の
四
一
％
を
占
め
る
）。
ま
た
、
戦
後
、
鞆
地
区

の
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
鉄
鋼
業
（
鞆
地
区
の
北
部
の
海
岸
を
埋
め
立
て
造
成
し
た
鉄
鋼
団
地
に
集
積
）
も
、
円
高
等
の
影
響
を
受
け
て

長
期
停
滞
傾
向
に
あ
る
。
近
代
以
降
、
港
湾
機
能
の
重
要
性
が
低
下
し
、
地
域
経
済
も
停
滞
し
た
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
江
戸
時
代
の

港
湾
施
設
と
景
観
・
町
並
み
の
保
存
に
つ
な
が
っ
た
と
も
言
え
る
。

こ
の
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
風
光
明
媚
か
つ
歴
史
的
景
観
を
有
す
る
鞆
港
の
一
部
を
埋
め
立
て
し
、
バ
イ
パ
ス
（
架
橋
）
道
路
等
を
整

備
す
る
計
画
（「
鞆
地
区
道
路
港
湾
整
備
事
業
」）
が
広
島
県
と
福
山
市
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
の
が
、
一
九
八
三
年
で
あ
る
。

こ
の
埋
立
・
架
橋
計
画
は
、
計
画
推
進
派
か
ら
す
れ
ば
、
鞆
地
区
内
の
交
通
渋
滞
を
解
消
し
生
活
環
境
の
改
善
に
資
す
る
と
と
も
に
、

観
光
ア
ク
セ
ス
や
北
部
の
鉄
鋼
団
地
の
物
流
を
支
え
、
停
滞
し
た
地
域
に
活
性
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
反
対
派
か
ら

す
れ
ば
、
鞆
地
区
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
資
源
と
も
な
り
う
る
歴
史
的
景
観
を
、
破
壊
し
台
無
し
に
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
地
元
で
、
推
進
派
と
反
対
派
と
の
対
立
が
激
し
く
な
り
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

日
本
全
国
（
お
よ
び
海
外
）
を
も
巻
き
込
ん
だ
か
た
ち
で
、
計
画
の
是
非
が
広
く
論
じ
ら
れ
る
展
開
と
な
っ
た
。

全
国
的
に
も
当
該
事
業
へ
の
批
判
が
高
ま
る
中
、
事
業
主
体
の
広
島
県
と
福
山
市
と
が
埋
立
免
許
の
出
願
準
備
を
推
し
進
め
た
た

め
、
二
〇
〇
七
年
四
月
に
は
、
地
元
住
民
一
六
三
名
が
原
告
と
な
り
、
広
島
県
を
被
告
と
し
た
公
有
水
面
埋
立
免
許
差
止
め
請
求
が
広

島
地
裁
に
提
訴
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
に
、
広
島
地
裁
は
原
告
の
訴
え
を
認
め
、
鞆
の
浦
の
埋
立
免
許
差
止
め
を
命
ず
る
判
決

を
下
し
た
。
こ
の
広
島
地
裁
判
決
に
対
し
、
広
島
県
は
広
島
高
裁
に
控
訴
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
新
し
く
就
任

し
た
湯
﨑
広
島
県
知
事
は
、
埋
立
・
架
橋
計
画
を
事
実
上
白
紙
に
戻
し
た
上
で
、
推
進
派
と
反
対
派
の
住
民
ど
う
し
の
話
し
合
い
の
場

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）
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を
設
け
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
こ
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
、
県
主
導
で
設
置
さ
れ
た
の
が
、「
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」（
以

下
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
と
略
す
る
）
で
あ
る
。

　

表
３

－

１　

鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
計
画
を
め
ぐ
る
動
向

時　

期

出　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　

事

一
九
五
〇
年

鞆
町
内
を
横
断
す
る
都
市
計
画
道
路
の
決
定

一
九
八
三
年

上
記
都
市
計
画
道
路
に
代
わ
る
道
路
と
し
て
、
鞆
港
の
埋
立
・
架
橋
計
画
（
約
四
・
六
ha
）

一
九
八
六
年

事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
る
も
の
の
、
一
部
住
民
と
鞆
の
浦
漁
協
の
反
対
に
よ
り
中
断

一
九
九
二
年

「
鞆
地
区
道
路
港
湾
計
画
検
討
委
員
会
」
に
よ
る
計
画
の
再
検
討

一
九
九
三
年

埋
立
面
積
の
変
更
（
当
初
計
画
の
約
半
分
の
二
・
三
二
ha
）

一
九
九
六
年

広
島
県
に
よ
る
「
鞆
地
区
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定

一
九
九
九
年

埋
立
面
積
の
再
縮
小
（
二
・
〇
ha
）

二
〇
〇
一
年

鞆
の
浦
漁
協
が
計
画
に
合
意

二
〇
〇
二
年

事
業
に
向
け
た
住
民
説
明
会
の
決
裂

二
〇
〇
三
年

福
山
市
長
（
当
時
）、
広
島
県
知
事
（
当
時
）
の
事
業
凍
結
の
表
明

二
〇
〇
四
年

福
山
市
長
（
現
職
）
の
計
画
再
推
進
の
表
明

二
〇
〇
五
年

福
山
市
主
催
に
よ
る
「
鞆
町
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換
会
」
の
開
催
、「
鞆
ま
ち
づ
く
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
開
設

〃

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
総
会
で
の
「
鞆
の
浦
歴
史
的
港
湾
保
存
勧
告
」〔
一
〇
月
〕

二
〇
〇
七
年

広
島
県
・
福
山
市
が
広
島
県
知
事
に
対
し
鞆
港
埋
立
免
許
を
申
請
〔
五
月
〕

〃

地
元
住
民
が
埋
立
免
許
差
止
め
請
求
を
広
島
地
裁
に
提
訴
〔
一
〇
月
〕
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時　

期

出　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　

事

二
〇
〇
九
年

埋
立
免
許
差
止
め
を
命
じ
る
広
島
地
裁
判
決

二
〇
一
〇
年

広
島
県
主
催
の
「
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」
の
発
足

二
〇
一
二
年

「
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」
の
終
了
〔
一
月
〕

〃

協
議
結
果
の
報
告
書
を
広
島
県
知
事
に
提
出
〔
二
月
〕

〃

事
業
主
体
で
あ
る
広
島
県
知
事
が
埋
立
・
架
橋
事
業
の
中
止
を
表
明
〔
六
月
〕

資
料
：
森
久
（
二
〇
〇
八
）、
鈴
木
他
（
二
〇
〇
八
）、
片
桐
（
二
〇
〇
〇
）
等
に
基
づ
き
作
成
。

道
路
事
業
主
体
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
ま
た
公
有
水
面
埋
立
の
許
認
可
権
を
有
す
る
広
島
県
知
事
が
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
議
論
の

結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
最
終
的
な
判
断
を
下
す
、
と
し
た
。
つ
ま
り
、
県
と
し
て
の
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
判
断
材
料
を
調
達
す
る

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」
と
い
う
名
称
か
ら
は
、
直
ち
に
対
話
促
進
型
調
停
（
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
）
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
実
は
話
し
合
い
を
進
め
る
上
で
対
話
促
進
型
調
停
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
次
の
県
知
事
の
記
者
会
見
で
の
や
り
と
り
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

《
二
〇
一
〇
年
四
月
二
八
日
の
広
島
県
知
事
の
記
者
会
見
》（
傍
線
は
引
用
者
）

○
鞆
港
埋
立
架
橋
計
画
に
関
わ
る
賛
成
・
反
対
住
民
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

◇
話
し
合
い
の
場
の
仲
介
者
の
人
選
や
役
割
に
つ
い
て
問
わ
れ
て

知
事
「
ま
ず
、
こ
う
い
っ
た
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
に
で
す
ね
、
通
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
仲
介
者
に
と
っ
て
の
要
件

（
41
）

（
42
）
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だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
住
民
の
方
々
に
ご
了
解
い
た
だ
け
る
方
と
い
う
こ
と
で
こ
の
二
名
を
選
定
し
て
お
り

ま
す
。」

知
事
「
仲
介
者
っ
て
い
う
の
は
正
に
こ
の
協
議
会
の
進
行
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
方
で
あ
り
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
仲
介
者
っ
て
い
う

の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
自
分
の
意
見
っ
て
い
う
の
は
言
わ
な
い
わ
け
で
す
ね
、
司
会
進
行
役
で
す
か
ら
。」

◇
話
し
合
い
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
わ
れ
て

知
事
「
こ
れ
は
住
民
の
方
々
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
県
と
し
て
ど
う
い
う
対
応
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
で

す
ね
、
決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
な
ん
と
か
審
議
会
み
た
い
な
報
告
書
を
出
す
予
定
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
進
め
方
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
け
ど
、
仲
介
者
の
方
々
に
基
本
的
に
は
お
任
せ
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
か
ら
、
一
般
的
に
言
う
と
で
す
ね
、
橋
を
架
け
る
、
架
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
確
か
に
対
立
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

今
回
の
名
前
で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
お
り
、
架
橋
協
議
会
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
も
と
も
と
鞆
に
お
け
る
課
題
と
い
う
の
は
、
共
有
さ

れ
て
い
る
部
分
と
い
う
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
課
題
が
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
う
一
度
掘
り
起
こ
し
て
で
す
ね
、
そ
こ
か

ら
だ
ん
だ
ん
と
積
み
上
げ
て
い
く
と
。（
以
下
略
）」

県
知
事
の
い
わ
ば
肝
煎
り
で
設
置
さ
れ
た
「
鞆
地
区
協
議
会
」
に
は
、
第
三
者
の
仲
介
者
（
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
）
と
し
て
大
澤
恒
夫

弁
護
士
と
牛
島
信
弁
護
士
が
、
学
識
経
験
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
桑
子
敏
雄
東
京
工
業
大
学
大
学
院
教
授
と
鈴
木
晃
志
郎
富
山
大

学
准
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
次
節
以
降
で
は
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
話
し
合
い
の
進
め
方
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
な
お
、
協

議
会
自
体
が
非
公
開
で
あ
っ
た
た
め
、
以
下
の
考
察
は
、
公
開
さ
れ
た
資
料
や
報
道
等
の
二
次
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

本
稿
の
関
心
の
中
心
は
、
あ
く
ま
で
も
対
話
促
進
型
調
停
に
基
づ
く
話
し
合
い
の
進
め
方
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、〈
架
橋
・
埋
立
て
か
、

否
か
〉
と
い
う
、
話
し
合
い
の
最
終
的
な
帰
結
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

（
43
）
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２
．「
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」
の
話
し
合
い
の
特
徴

「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
、
住
民
代
表
と
し
て
賛
成
派
と
反
対
派
各
五
～
六
名
が
常
時
参
加
し
た
が
、
鞆
地
区
住
民
間
の
話
し
合
い
の

場
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
的
な
機
能
を
担
う
場
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
五
月
に
第
一
回
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇

一
二
年
一
月
ま
で
に
計
二
〇
回
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
広
島
県
で
あ
り
、
事
務
局
的
な
機
能
と
必
要
に
応
じ
た
資
料
提
供
を
県
の
担
当

部
局
（
広
島
県
地
域
政
策
局
市
町
行
財
政
課
お
よ
び
土
木
局
道
路
整
備
課
）
が
担
っ
た
。
な
お
、
地
元
の
福
山
市
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

の
参
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
以
下
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
話
し
合
い
の
特
徴
を
三
点
述
べ
る
。

（
１
）
仲
介
者
（
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
）
に
よ
る
対
話
促
進
型
調
停
ス
キ
ル
の
活
用

ま
ず
、
協
議
会
の
話
し
合
い
の
特
徴
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
対
話
促
進
型
調
停
）
を
公
け
か
つ
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
第
一
回
の
協
議
会
開
催
後
の
二
〇
一
一
年
六
月
に
仲
介
者
（
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
）

の
大
澤
弁
護
士
と
牛
島
弁
護
士
が
連
名
で
報
道
機
関
に
対
し
公
表
し
た
、『
住
民
協
議
会
に
お
け
る
ミ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
対
話

の
促
進
に
つ
い
て
』
と
い
う
コ
メ
ン
ト
・
ペ
ー
パ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
目
指
す
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
特
徴
、

す
な
わ
ち
「「
立
場
」
で
は
な
く
、
具
体
的
な
事
柄
を
通
じ
た
解
決
」
の
意
味
と
意
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。

《『
住
民
協
議
会
に
お
け
る
ミ
デ
ィ
エ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
対
話
の
促
進
に
つ
い
て
』》

（
傍
線
は
引
用
者
）

○　

‌�「
鞆
の
浦
の
住
民
協
議
会
も
、
埋
立
架
橋
問
題
に
つ
い
て
意
見
の
異
な
る
住
民
の
方
々
が
同
席
し
て
互
い
に
話
合
い
、
皆
で
解
決
に
向
け
た
努
力
を

し
よ
う
と
い
う
大
変
重
要
な
場
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
賛
成
あ
る
い
は
反
対
の
「
立
場
」
を
言
い
合
う
の
で
は
な
く
、
鞆
で
暮
ら
す
人
々
が

直
面
し
て
こ
ら
れ
た
様
々
な
問
題
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
克
服
し
て
い
く
こ
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と
が
で
き
る
の
か
、
考
え
方
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
り
、
そ
の
違
い
を
克
服
す
る
第
三
の
途
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
協
議
会
に
お
い
て
、
地
道
な
作
業
に
よ
り
様
々
な
点
で
共
通
の
認
識
・
理
解
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
し
、
い
ま

ま
さ
に
更
な
る
対
話
を
深
め
て
い
く
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
…
（
中
略
）
…
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
共
通
す

る
認
識
や
理
解
を
広
げ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
解
決
に
な
る
に
せ
よ
互
い
に
一
定
の
納
得
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
将
来
に
遺
恨
の
残
ら
な

い
途
を
模
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。」

上
記
か
ら
は
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
話
し
合
い
の
中
で
、
第
２
章
で
見
た
よ
う
な
対
話
促
進
型
調
停
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
キ
ル
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
、
調
停
人
が
そ
れ
ら
の
活
用
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
が
う
か
が
え
る
。
よ
り
具
体

的
に
言
え
ば
、「
イ
シ
ュ
ー
の
微
分
化
・
具
体
化
」、「
基
底
的
ニ
ー
ズ
の
顕
現
化
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
が
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、「
様
々
な
問
題
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
克
服
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
話
し
合
い
方
は
、
あ
た
か
も
二
項
対
立
的
に
み
え
る
争
点
を
い
く
つ
か
の
論
点
に
微
分
化
（
分
解
）

す
る
こ
と
で
、
話
し
合
い
可
能
な
複
数
の
具
体
的
な
問
題
へ
と
落
と
し
込
む
「
イ
シ
ュ
ー
の
微
分
化
・
具
体
化
」
の
ス
キ
ル
を
用
い
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
賛
成
あ
る
い
は
反
対
の
「
立
場
」
を
言
い
合
う
の
で
は
な
く
」「
共
通
す
る
認
識
や
理
解
を
広
げ
る
」
と
い
う

話
し
合
い
方
は
、
参
加
者
に
対
し
単
に
賛
否
や
解
決
策
と
い
う
「
立
場
」
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
賛
否
や
解
決
策
を
根
拠
づ
け
て

い
る
理
由
を
聞
く
こ
と
で
、
市
民
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
「
基
底
的
ニ
ー
ズ
を
顕
現
化
す
る
」
ス
キ
ル
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
こ
の
「
基
底
的
な
ニ
ー
ズ
」
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
参
加
者
の
間
で
「
共
通
す
る
理
解
や
認
識
」
で
あ
る
「
共
通
の
基
盤
」

の
形
成
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
44
）



九大法学105・106号（2013年） 　32

（
２
）
参
加
者
に
よ
る
対
話
促
進
型
調
停
の
話
し
合
い
方
法
の
学
習

次
に
、
着
目
す
べ
き
こ
と
は
、
協
議
会
の
参
加
者
自
ら
が
、
話
し
合
い
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
上
記
の
よ
う
な
対
話
促
進
型
調
停
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
自
覚
し
、
学
習
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
数
回
の
協
議
会
が
持
た
れ
た
後
、
参
加
者
の
中
で
、
表
３

－

２
の
よ

う
な
「
話
合
い
の
原
則
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

対
話
促
進
型
調
停
を
進
め
る
上
で
重
要
な
こ
と
の
一
つ
に
、
一
般
的
に
「
グ
ラ
ン
ド
・
ル
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
話
し
合
い
の
ル
ー
ル

を
予
め
定
め
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。
調
停
の
手
続
的
な
正
当
性
を
担
保
す
る
上
で
、
話
し
合
い
の
進
め
方
を
当
事
者
が
納
得
・
理
解
し

て
話
し
合
い
を
進
め
る
こ
と
が
、
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
鞆
地
区
協
議
会
で
こ
の
「
グ
ラ
ン
ド
・
ル
ー
ル
」
に
相
当
す
る
の
が
、
こ
の

「
話
合
い
の
原
則
」
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
、
仲
介
者
か
ら
の
一
方
的
な
提
示
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
も
関
わ
り
な
が

ら
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
参
加
者
に
よ
る
一
定
の
学
習
効
果
が
う
か
が
え
る
。

表
３

－

２
で
示
し
た
「
話
合
い
の
原
則
」
の
内
容
自
体
、
前
項
で
述
べ
た
対
話
促
進
型
調
停
の
ス
キ
ル
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、「
共
通
の
基
盤
」
を
構
築
し
、
二
項
対
立
的
な
論
点
を
具
体
的
な
内
容
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
、「
立
場
」
で
論
争
す
る
の
で

は
な
く
そ
の
背
後
に
あ
る
「
理
由
＝
ニ
ー
ズ
」
に
基
づ
く
解
決
策
を
参
加
者
が
共
に
模
索
・
創
造
し
て
い
く
、
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
が
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
書
か
れ
る
こ
と
で
、
対
話
促
進
型
調
停
の
話
し
合
い
方
法
と
、
わ
れ
わ
れ
の
通
常
の
日
常
的

対
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
差
異
が
、
浮
き
彫
り
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
違

和
感
が
、
参
加
者
の
認
知
枠
組
み
の
変
容
を
促
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
45
）

（
46
）
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表
３

－

２　

鞆
地
区
協
議
会
の
「
話
合
い
の
原
則
」

（
傍
線
は
引
用
者
）

１�　

で
き
る
だ
け
共
通
点
を
見
出
す
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

２�　

い
ま
話
し
合
っ
て
い
る
項
目
（
論
点
）
に
集
中
し
て
話
合
い
を
深
め
る
方
向
で
、
具
体
的
に
意
見
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

３�　

で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
お
話
く
だ
さ
い
。

４�　

意
見
が
相
違
す
る
場
合
、
そ
の
相
違
す
る
理
由
を
具
体
的
に
説
明
し
、
さ
ら
に
解
決
策
が
な
い
か
一
緒
に
探
り
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ル
ー
ル
が
作
成
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
話
し
合
い
の
質
が
変
化
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
参
加
者
が
、
対
話
促
進
型
調
停
の
話
し
合
い
方
を
、
し
か
も
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
差
異
を
意
識
し
な
が
ら

学
習
し
う
る
こ
と
の
意
義
は
、
少
な
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
話
し
合
い
の
内
容
の
変
化

そ
れ
で
は
、
仲
介
者
に
よ
る
対
話
促
進
型
調
停
ス
キ
ル
の
活
用
、
参
加
者
に
よ
る
話
し
合
い
方
法
の
学
習
等
に
よ
り
、
鞆
地
区
協
議

会
の
話
し
合
い
の
内
容
自
体
に
、
変
化
は
生
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
協
議
会
の
話
し
合
い
自
体
が
非
公
開
で
あ
る
た
め
、
確
定
的
な
こ
と

は
言
え
な
い
も
の
の
、
公
表
さ
れ
た
資
料
か
ら
は
、
劇
的
で
は
な
い
も
の
の
、
徐
々
に
変
化
が
生
じ
つ
つ
あ
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

試
み
と
し
て
、
以
下
、
協
議
会
発
足
か
ら
数
回
ま
で
の
話
し
合
い
の
中
で
交
わ
さ
れ
た
意
見
と
、
回
を
重
ね
た
後
で
交
わ
さ
れ
た
意
見

と
を
、
い
く
つ
か
比
較
し
て
み
よ
う
。

（
47
）
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《
第
一
回
～
第
六
回
協
議
会
で
の
意
見
例
》

【
賛
成
派
の
意
見
】

○　
‌�

鞆
の
急
速
な
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
原
因
は
、
生
活
や
交
通
の
不
便
さ
で
あ
る
。

○　

‌�
鞆
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
人
が
住
む
基
盤
と
し
て
、
住
民
が
利
用
で
き
る
主
要
交
通
路
と
し
て
の
道
路
が
必
要
。

○　

‌�
鞆
の
混
ん
だ
道
を
望
ん
で
く
る
観
光
客
は
い
な
い
。
観
光
客
は
、
西
町
の
混
雑
を
見
て
、「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
の
が
全
て
で
、
あ
の
道

路
で
良
い
と
い
う
観
光
客
は
一
人
も
い
な
い
。

【
反
対
派
の
意
見
】

○　

‌�

埋
立
架
橋
で
浜
が
つ
ぶ
さ
れ
る
こ
と
は
生
活
権
の
侵
害
で
あ
る
。

○　

‌�

生
活
や
交
通
の
不
便
さ
だ
け
が
、
鞆
の
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
原
因
で
は
な
い
。

○　

‌�

鞆
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
風
情
が
残
り
、
観
光
客
は
、
狭
い
道
路
が
残
る
よ
う
な
風
情
を
懐
か
し
が
っ
て
来
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
は
鞆
と
し
て
は
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
鞆
に
は
こ
れ
以
上
広
い
道
路
は
要
ら
な
い
。

《
第
一
四
回
～
一
五
回
協
議
会
で
の
意
見
例
》

○　

‌�

鞆
の
歴
史
的
文
化
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ
イ
パ
ス
を
造
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
文
化
財
や
文
化

的
行
事
が
な
く
な
る
も
の
で
は
な
く
、
交
通
の
便
が
よ
く
な
れ
ば
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。【
賛
成
派
】

○　

‌�

困
っ
て
い
る
と
い
う
方
の
気
持
ち
を
否
定
は
し
な
い
。
仮
に
バ
イ
パ
ス
を
造
る
と
し
て
、
皆
の
納
得
で
き
る
方
策
を
探
る
べ
き
で
あ
る
。【
反
対
派
】

○　

‌�

仮
に
バ
イ
パ
ス
を
造
る
と
し
た
ら
、
生
活
環
境
を
激
変
さ
せ
ず
、
利
便
性
の
増
す
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。【
反
対
派
】

○　

‌�

景
観
の
犠
牲
は
最
小
限
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
実
に
鞆
で
生
活
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
バ
イ
パ
ス
は
必
要
で
あ
る
。【
賛
成
派
】

○　

‌�

町
中
に
大
き
な
道
路
を
造
ら
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
お
り
、
ど
こ
に
ど
う
い
う
バ
イ
パ
ス
を
造
る
か
が
一
番
の
問
題
で
あ
る
。【
反
対
派
】

協
議
会
発
足
か
ら
数
回
ま
で
の
話
し
合
い
で
は
、
賛
成
派
と
反
対
派
の
意
見
と
は
、
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
賛
成
派
か
ら
す
れ
ば
、
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架
橋
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
鞆
地
区
は
衰
退
し
て
お
り
、
生
活
環
境
も
、
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
、
悪
化
し

て
い
る
、
と
な
る
。
他
方
、
反
対
派
か
ら
す
れ
ば
、
架
橋
道
路
整
備
こ
そ
が
、
生
活
環
境
や
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
破
壊
す
る

も
の
で
あ
る
、
と
な
る
。
言
わ
ば
、
架
橋
道
路
整
備
に
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
各
自
の
「
立
場
」
が
ま
ず
先
に
あ
っ
て
、
そ
の
正
当
性

を
お
互
い
が
主
張
し
合
う
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
意
見
例
の
文
面
を
読
ん
だ
だ
け
で
、
直
ち
に
賛
成
派
の
「
立
場
」

か
、
反
対
派
の
「
立
場
」
か
が
、
第
三
者
に
も
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。

一
方
、
回
を
重
ね
た
第
一
四
回
～
一
五
回
の
協
議
会
で
は
、
そ
の
話
し
合
い
の
内
容
に
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
あ
る
変
化
が
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、「
鞆
の
歴
史
的
文
化
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
考
え
方
は
同
じ
で
あ
る
」、「
困
っ
て
い
る
と
い
う
方
の
気
持

ち
を
否
定
は
し
な
い
」、「
町
中
に
大
き
な
道
路
を
造
ら
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
お
り
」
と
い
う
意
見
か
ら
は
、
参
加
者
ど
う
し
の
「
共

通
の
基
盤
」
の
形
成
、
あ
る
い
は
意
を
異
に
す
る
他
者
へ
の
配
慮
・
尊
重
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
賛
成
派
か
反
対
派
か
と
い
う
「
立

場
」
を
越
え
て
、
仮
に
バ
イ
パ
ス
を
造
る
場
合
に
は
「
生
活
環
境
を
激
変
さ
せ
ず
、
利
便
性
の
増
す
も
の
と
す
べ
き
」、「
景
観
の
犠
牲

は
最
小
限
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
等
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
意
見
例
の
文
面
か
ら
は
、
賛
成

派
な
の
か
反
対
派
な
の
か
、
直
ち
に
「
立
場
」
を
推
測
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
や
や
抽
象
的
に
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
参
加

者
は
、
話
し
合
い
を
通
じ
た
相
互
学
習
を
経
て
、
当
初
の
「
立
場
」
や
「
選
好
」
か
ら
離
脱
し
、
一
定
の
「
共
通
基
盤
」
と
新
た
な
「
認

知
枠
組
み
」
を
獲
得
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
に
お
い
て
、
理
想
的
な
対
話
促
進
型
調
停
が
実
現
し
た
、
な
ど

と
強
く
主
張
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
。
参
加
者
の
一
部
か
ら
は
、
協
議
会
へ
の
不
満
も
挙
げ
ら
れ
た
。
と
は
言
え
、
対
話
促
進
型
調
停

の
話
し
合
い
が
、
長
年
続
い
て
き
た
埋
立
・
架
橋
計
画
に
賛
成
か
反
対
か
と
い
う
二
項
対
立
的
な
問
題
構
成
に
風
穴
を
開
け
た
こ
と
、

あ
る
い
は
少
な
く
と
も
そ
の
萌
芽
が
生
じ
た
こ
と
は
、
確
認
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
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以
上
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
経
て
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
七
日
の
第
一
八
回
を
終
え
た
時
点
で
、
一
定

の
段
階
に
達
し
た
。
最
後
に
、
新
聞
報
道
と
知
事
の
記
者
会
見
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

○　

‌�「
仲
介
役
の
弁
護
士
は
、
両
派
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
「
意
見
が
完
全
に
一
致
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
道
路
事
情
の
悪
さ
や
バ

イ
パ
ス
整
備
の
効
果
、
景
観
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
共
通
認
識
が
で
き
た
と
説
明
。
協
議
会
に
参
加
し
て
い
な
い
住
民
に
も
説
明
会
で

議
論
の
内
容
を
報
告
し
、
意
見
を
聞
く
と
し
た
。」（『
朝
日
新
聞
』
広
島
版
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
八
日
付
）（
下
線
は
引
用
者
）

○　

‌�「
仲
介
者
か
ら
「（
双
方
住
民
の
）
意
見
が
完
全
に
一
致
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
協
議
会
は
一
定
の
到
達
点
に
達
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
議

会
で
の
議
論
を
、
住
民
に
直
接
話
す
場
が
ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ
り
、
日
程
や
場
所
な
ど
は
、
今
後
、
決
定
す
る
。」（『
毎
日
新
聞
』
広
島
地
方
版

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
八
日
付
）（
下
線
は
引
用
者
）

《
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
九
日
の
広
島
県
知
事
の
記
者
会
見
》（
下
線
は
引
用
者
）

◇
第
一
八
回
（
一
一
／
二
七
開
催
）
の
協
議
会
に
つ
い
て
問
わ
れ
て

知
事
「
私
と
し
て
は
、
バ
イ
パ
ス
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や
そ
の
背
景
と
な
る
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
何
が
大
切
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
共
通

認
識
が
得
ら
れ
た
と
。
多
く
の
点
で
認
識
が
共
有
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
と
。
ま
た
、
共
有
で
き
な
い
と
い
う
も
の
も
、
も
ち
ろ
ん
、

あ
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
相
違
点
に
つ
い
て
お
互
い
の
理
解
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
た
と
。」

仲
介
者
、
知
事
と
も
、
参
加
し
た
賛
成
派
住
民
と
反
対
派
住
民
と
の
間
で
一
定
の
「
共
通
の
基
盤
」
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、

知
事
の
意
思
決
定
の
た
め
の
判
断
材
料
を
得
る
た
め
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
の
役
割
を
「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
果
た
し
た
、
と
考

え
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鞆
地
区
住
民
を
対
象
に
公
開
し
た
説
明
会
（
二
〇
一
二
年
一
月
九
日
）
が
開
催
さ
れ
、
最
終
の
協
議
会

で
意
見
の
と
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
。

（
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３
．
構
造
的
・
社
会
的
要
因

後
に
述
べ
る
よ
う
に
様
々
な
課
題
を
抱
え
つ
つ
も
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
に
お
い
て
は
、
一
定
程
度
、
対
話
促
進
型
調
停
に
基
づ
く

話
し
合
い
が
機
能
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
話
し
合
い
を
進
め
よ
う
と
す
る
仲
介
者
や
参
加
者
各
自
の
努
力
・

ス
キ
ル
や
態
度
な
ど
に
、
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
共
的
な
問
題
を
扱
う
調
停
の
場
が
、
直
接
的

な
参
加
者
以
外
の
複
数
の
人
び
と
に
も
関
わ
る
社
会
的
・
集
合
的
な
場
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
仲
介
者
や
参
加
者
の
個
人
的
な
資
質

（
主
観
的
意
図
）
の
み
に
は
還
元
で
き
な
い
、
構
造
的
・
社
会
的
力
も
、
そ
こ
に
は
作
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
か
か
る
構
造

的
・
社
会
的
要
因
を
、（
１
）
地
域
内
在
的
要
因
、（
２
）
外
的
要
因
、（
３
）
紛
争
管
理
シ
ス
テ
ム
の
三
点
か
ら
、
考
察
す
る
。

（
１
）
地
域
内
在
的
要
因

鞆
地
区
の
人
が
よ
く
口
に
す
る
と
言
わ
れ
る
「
鞆
の
歴
史
は
二
千
年
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
様
々
な
伝
統
的

な
地
域
の
祭
礼
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
鞆
地
区
に
は
、
近
世
以
来
続
く
関
係
継
続
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
支
え
ら

れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

表
３

－

３　

埋
立
・
架
橋
計
画
に
関
わ
る
地
域
住
民
団
体

名　
　
　

称

特　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徴

「
鞆
を
愛
す
る
会
」

・
埋
立
・
架
橋
計
画
に
反
対
。

・
地
元
自
営
業
者
の
青
年
層
（
一
九
八
〇
年
代
当
時
）
が
中
心
メ
ン
バ
ー
。

・
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
ま
ち
お
こ
し
運
動
に
取
り
組
む
。

・
丁
寧
な
根
回
し
、
年
上
世
代
や
地
位
を
尊
重
す
る
運
動
ス
タ
イ
ル
。

（
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名　
　
　

称

特　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徴

「
鞆
ま
ち
づ
く
り
工
房
」

・
埋
立
・
架
橋
計
画
に
反
対
。

・
代
表
や
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
女
性
主
体
。

・
伝
統
的
な
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
対
抗
。
外
部
を
積
極
的
に
巻
き
込
む
運
動
ス
タ
イ
ル
。

「
明
日
の
鞆
を
考
え
る
会
」

・
埋
立
・
架
橋
計
画
に
賛
成
。

・
老
人
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
、
町
内
会
や
鉄
鋼
業
者
等
の
地
域
指
導
者
層
を
組
織
化
。

・
中
心
人
物
の
一
人
は
、
町
並
み
保
存
活
動
に
も
積
的
に
取
り
組
む
。

「
鞆
地
区
道
路
港
湾
整
備
早
期
実
現

期
成
同
盟
会
」

・�

上
記
の
「
明
日
の
鞆
を
考
え
る
会
」
に
加
え
、「
鞆
町
内
会
連
絡
協
議
会
」、「
鞆
鉄
鋼
協
同
組
合
連
合
会
」、

「
鞆
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
の
推
進
四
団
体
で
、
二
〇
〇
四
年
四
月
に
結
成
。

「
歴
史
的
港
湾
鞆
港
を
保
存
す
る
会
」

・
埋
立
・
架
橋
計
画
に
反
対
。

・
近
世
の
商
家
を
受
け
継
ぐ
名
望
家
層
が
中
心
。

資
料
：
森
久
（
二
〇
〇
八
）、
鈴
木
他
（
二
〇
〇
八
）、
片
桐
（
二
〇
〇
〇
）
等
に
基
づ
き
作
成
。

環
境
社
会
学
の
観
点
か
ら
鞆
の
浦
を
研
究
し
て
い
る
森
久
聡
に
よ
れ
ば
、
近
世
以
来
の
鞆
の
港
湾
整
備
の
変
遷
は
、
領
主
、
江
戸
期

の
大
商
人
、
明
治
期
の
地
元
名
望
家
、
昭
和
期
の
鉄
鋼
業
者
と
、
鞆
の
浦
に
連
綿
と
続
く
各
時
代
の
有
力
者
の
意
向
を
象
徴
的
に
表
し

て
い
る
も
の
だ
、
と
い
う
。
ま
た
、
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
埋
立
・
架
橋
計
画
へ
の
賛
否
に
つ
い
て
も
、
そ
の
背
景
に
は
、
か
つ
て

の
地
元
名
望
家
的
商
業
者
、
一
九
八
〇
年
代
に
台
頭
し
て
き
た
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
、
鞆
鍛
冶
職
人
の
流
れ
を
組
む
鉄
鋼
業
者
、
町

内
会
等
を
背
景
に
し
た
地
元
有
力
者
等
の
、
地
域
社
会
の
主
要
ア
ク
タ
ー
間
で
の
政
治
的
重
層
関
係
が
存
在
す
る
、
と
い
う
（
表
３

－

３
を
参
照
）。

先
に
示
し
た
「
埋
立
・
架
橋
計
画
の
動
向
」（
表
３

－

１
）
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
、
行
政
、

賛
成
派
、
反
対
派
と
の
間
で
、
埋
立
・
架
橋
計
画
に
関
し
、
幾
度
も
話
合
い
が
持
た
れ
て
き
た
。
そ
の
度
に
、
賛
成
派
と
反
対
派
は
対

（
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立
し
亀
裂
を
深
め
て
き
た
も
の
の
、
両
者
は
、
も
は
や
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
不
可
能
な
ま
で
に
決
定
的
な
対
立
・
分
裂
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
現
に
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
鞆
地
区
協
議
会
」
に
は
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
も
な
く
、
賛
成
派
と
反
対
派
の
双
方
か

ら
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
一
般
的
な
公
共
事
業
の
賛
成
派
と
反
対
派
と
の
関
係
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
埋
立
・
架
橋
計
画
へ

の
反
対
派
の
幹
部
が
、
賛
成
派
の
母
体
で
あ
る
鉄
鋼
連
合
会
の
役
職
に
就
き
、
埋
立
・
架
橋
計
画
の
推
進
を
掲
げ
て
当
選
し
た
現
職
の

福
山
市
長
の
後
援
会
に
所
属
し
て
い
る
。
一
方
で
、
賛
成
派
の
幹
部
の
一
人
は
、
地
元
の
著
名
な
郷
土
史
家
で
あ
り
、
反
対
派
と
の
間

で
町
並
み
保
存
に
関
し
協
力
関
係
を
築
い
て
い
る
。「
架
橋
問
題
で
は
対
立
的
態
度
を
と
る
一
方
で
、
住
民
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の

間
に
は
、
祭
り
な
ど
の
地
域
の
伝
統
行
事
や
ま
ち
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り
の
催
し
に
お
い
て
は
協
力
し
合
う
融
通
無
碍
な
関
係
性
も
ま

た
存
在
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
反
対
派
の
運
動
の
ス
タ
イ
ル
も
、
鞆
の
地
域
社
会
の
中
で
は
、「
周
囲
の
信
頼
を
得
な

が
ら
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
」
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
、
重
層
的
な
社
会
関
係

が
存
在
し
て
い
る
。

と
は
言
え
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
広
く
国
内
外
の
有
識
者
・
著
名
人
等
が
埋
立
・
架
橋
計
画
に
関
心
を
寄
せ
始
め
た

（
そ
の
多
く
が
、
景
観
や
歴
史
的
建
造
物
を
保
存
す
る
観
点
か
ら
埋
立
・
架
橋
計
画
の
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
反
対
派
の
一
部
が
積
極

的
に
こ
れ
を
喧
伝
し
た
）
こ
と
に
対
抗
す
る
か
た
ち
で
、
賛
成
派
が
、
計
画
の
正
統
性
を
、
地
元
の
民
意
（
と
彼
ら
が
考
え
る
も
の
）、
す

な
わ
ち
鞆
地
区
住
民
の
賛
意
を
表
し
た
署
名
の
数
に
、
求
め
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
賛
成
派
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
署
名
数
は
、「
署
名

の
数
の
多
さ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
地
元
の
ほ
と
ん
ど
の
人
び
と
が
賛
成
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
速
や
か
に
整
備
を
進
め
る
べ
し
」
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
と
な
る
。
一
方
、
反
対
派
も
、
鞆
地
区
の
外
部
の
人
び
と
も
巻
き
込
ん
だ
反
対
署
名
の
数
の
多
さ
で
対
抗
す
る
こ
と
に

な
る
。
反
対
派
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
署
名
数
は
、「
鞆
地
区
の
住
民
に
限
ら
な
い
、
幅
広
い
良
識
の
あ
る
市
民
が
計
画
に
反
対
し
て
い
る
」

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）（

59
）
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こ
と
の
裏
付
け
と
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
賛
成
派
と
反
対
派
と
の
間
で
、
言
わ
ば
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
「
署
名
合
戦
」
の
様
相
を
呈
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
署
名
の
数
の
多
寡
と
そ
の
正
統
性
を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
の
対
立
が
亢
進
し
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え
よ

う
。
し
か
も
、
そ
れ
は
お
互
い
が
一
方
的
に
主
張
し
あ
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
接
点
を
見
出
し
う
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
対
話
促
進
型
調
停
に
よ
る
話
し
合
い
の
場
で
あ
る
「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
設
置
は
、
両
者
の
間
の
再
度
の

接
点
を
担
保
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
鞆
地
区
に
は
「
推
進
派
に
し
て
も
反
対
派
に
し
て
も
、
鞆
を
愛
し
、

鞆
が
良
く
な
る
に
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
真
剣
に
考
え
」
る
素
地
が
あ
り
、
勢
い
で
一
旦
振
り
上
げ
た
拳
を
降
ろ
す
機
会
・

場
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

決
定
的
な
地
域
社
会
の
分
裂
に
は
至
ら
ず
、
何
ら
か
の
接
点
・
協
力
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
、
鞆
地
区
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
が
、
関
係
継
続
的
な
紛
争
解
決
を
目
指
す
対
話
促
進
型
調
停
を
構
造
的
に
下
支
え
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
外
的
要
因

「
鞆
地
区
協
議
会
」
が
対
話
促
進
型
調
停
を
用
い
た
話
し
合
い
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
直
接
的
な
要
因
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
一
〇

月
の
広
島
地
裁
判
決
を
踏
ま
え
、
鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
計
画
を
事
実
上
白
紙
に
戻
し
た
と
い
う
、
県
知
事
の
政
治
的
判
断
（
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
的
判
断
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

県
知
事
自
体
、
道
路
整
備
の
事
業
主
体
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
法
的
に
は
、
公
有
水
面
埋
立
法
に
基
づ
き
埋
立
免
許
の
許
可
・

不
許
可
を
認
め
る
立
場
で
も
あ
る
。
言
わ
ば
、
事
業
推
進
者
と
し
て
の
側
面
と
、
半
ば
第
三
者
的
な
「
公
益
」
判
断
者
と
し
て
の
側
面

と
の
、
二
側
面
を
有
し
て
い
る
。
広
島
地
裁
判
決
後
の
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
就
任
し
た
湯
﨑
県
知
事
は
、
鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
計

（
60
）

（
61
）

（
62
）
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画
に
関
し
、
後
者
の
側
面
、
す
な
わ
ち
事
業
か
ら
距
離
を
置
い
た
第
三
者
的
・
中
立
的
な
「
公
益
」
判
断
者
と
し
て
の
立
場
を
、
強
く

打
ち
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
県
が
事
業
者
的
な
埋
立
・
架
橋
計
画
の
推
進
と
利
害
調
整
か
ら
一
歩
引
い
た
（
撤
退
し
た
）
か

た
ち
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
型
の
「
行
政
＋
賛
成
派
住
民
の
連
合
」
対
「
反
対
派
住
民
」
と
い
う
構
図
で
は
な
く
、
当
事
者
た

る
賛
成
派
と
反
対
派
の
住
民
ど
う
し
が
直
接
話
し
合
う
と
い
う
構
図
が
、
つ
ま
り
、
当
事
者
主
体
の
対
話
促
進
型
調
停
に
基
づ
く
話
し

合
い
の
土
俵
が
、
形
作
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
行
政
に
は
、
事
実
上
、
都
市
計
画
に
関
す
る
幅
広
い
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
、
計
画
策
定
か
ら
利
害
調
整
、
あ
る
い
は
紛
争

の
処
理
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
「
公
共
的
」・「
公
益
的
」
問
題
へ
の
対
応
が
委
ね
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
市
民
も
、
こ
の
よ
う
な
状

況
を
前
提
に
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
的
に
依
存
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
も
は
や
行
政
の
み
が
公
共
性
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。
行
政
は
、
重
要
で
は
あ
っ
て
も
、
唯
一
の
公
共
的
な
ア
ク
タ
ー
で

は
な
い
。
か
か
る
行
政
機
能
の
変
化
・
縮
減
と
い
う
外
的
要
因
自
体
が
、
当
事
者
と
し
て
の
市
民
を
前
面
に
押
し
出
す
対
話
促
進
型
調

停
の
促
進
に
、
拍
車
を
か
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
、
そ
の
一
例
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
３
）
紛
争
管
理
シ
ス
テ
ム

「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
、
住
民
が
自
由
に
話
し
合
う
こ
と
で
、
最
終
的
な
意
思
決
定
の
た
め
の
判
断
材
料
を
得
る
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
議
論
の
場
）
に
該
当
す
る
。
広
島
地
裁
の
判
決
を
受
け
て
、
あ
ら
た
め
て
設
立
さ
れ
た
と
い

う
経
緯
か
ら
考
え
る
と
、
紛
争
管
理
シ
ス
テ
ム
の
「
コ
ー
ト
」（
紛
争
処
理
の
場
）
か
ら
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
の
移
行
例
と
も
言
え
よ
う
。

広
島
県
は
、
地
裁
判
決
後
、
直
ち
に
広
島
高
裁
に
控
訴
し
て
い
る
が
、
高
裁
で
は
口
頭
弁
論
が
現
在
ま
で
一
度
も
開
か
れ
て
お
ら
ず
、

事
実
上
、
審
理
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。「
コ
ー
ト
」
の
ア
ク
タ
ー
た
る
裁
判
所
も
、
被
告
の
県
も
、
さ
ら
に
は
原
告
の
反
対
派
住
民
も
、

（
63
）

（
64
）
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「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
議
論
の
行
方
を
見
守
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
の
「
鞆
地
区
協
議
会
」
の

議
論
は
、
係
争
中
の
「
コ
ー
ト
」
を
横
睨
み
し
た
上
で
／
横
睨
み
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
活
性
化
し
て
い
る
、
と
解
す
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。

「
鞆
地
区
協
議
会
」
が
単
に
住
民
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
の
み
独
立
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
紛
争
管
理
シ
ス
テ
ム
の
一
部
た
る

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
こ
と
が
、
そ
の
役
割
と
機
能
、
そ
し
て
話
し
合
い
の
強
度
を
も
、
高
め
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

４
．
公
共
調
停
と
し
て
の
留
意
点

と
こ
ろ
で
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
よ
う
に
、
公
共
的
性
格
を
帯
び
た
都
市
計
画
紛
争
の
対
話
促
進
型
調
停
に
お
い
て
は
、
次
の
よ

う
な
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
代
表
性
の
問
題
で
あ
る
。
一
般
的
な
調
停
で
は
、
当
事
者
は
あ
る
程
度
、
明
確
で
あ
り
、
調
停
が
成
立
す
る
に
は
、

当
事
者
自
ら
が
調
停
の
場
に
出
席
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
都
市
計
画
紛
争
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
的
な
紛
争
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
や
利
害
関
係
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
で
あ
る
。
理
念
的
に
は
と
も
か
く
、
現
実
的
に
は
、

す
べ
て
の
当
事
者
・
利
害
関
係
者
を
、
調
停
の
場
に
く
ま
な
く
集
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
、

代
表
者
を
選
出
し
、
代
表
者
の
間
で
話
し
合
い
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
誰
を
ど
う
い
う
基
準
で
選
び
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
招

く
か
、
と
い
う
調
停
の
話
し
合
い
に
入
る
手
前
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
重
要
と
な
る
。

第
二
に
、
公
開
性
の
問
題
が
あ
る
。
一
般
的
な
調
停
は
、
当
事
者
ど
う
し
が
外
部
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
訴
訟
へ
の
対

処
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
忌
憚
な
く
話
し
合
え
る
よ
う
に
、
非
公
開
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
共
性
に
は
、
全
て
の
人
に
開
か
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れ
て
い
る
と
い
う
公
開
性
が
そ
の
要
件
と
し
て
含
ま
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
都
市
計
画
の
よ
う
な
公
共
的
な
問
題
を
話
し
合
う
調
停
の

場
は
、
む
し
ろ
公
開
が
原
則
と
な
ろ
う
。

第
三
に
、
複
数
性
の
問
題
が
あ
る
。
都
市
計
画
に
関
す
る
調
停
の
場
に
は
、
代
表
者
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
複
数
の
人
び
と
が
参
加

す
る
こ
と
と
な
る
。
複
数
の
人
び
と
が
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
話
し
合
い
の
論
点
（
イ
シ
ュ
ー
）
や
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
等
も
、
多
岐
に

わ
た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
く
の
か
、
代
表
性
の
問
題
と
同
様
に
、
調
停
の
話
し
合
い
に
入

る
手
前
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
重
要
と
な
ろ
う
。

以
上
、
公
共
調
停
と
し
て
の
留
意
点
を
三
点
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
に
お
い
て
も
、

と
り
わ
け
代
表
性
と
公
開
性
の
問
題
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。

５
．
課
題

「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
、
広
島
県
知
事
に
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
そ
の
役
割
を
い
っ
た
ん
終
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
計
画

紛
争
へ
の
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
と
い
う
観
点
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
１
）
プ
ロ
セ
ス
の
不
透
明
性

「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
九
年
に
新
し
く
当
選
し
た
県
知
事
が
埋
立
・
架
橋
計
画
を
事
実
上
白
紙
に

戻
し
た
上
で
、
自
ら
の
肝
煎
り
で
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
に
開
始
し
た
経
緯
が
あ
る
。
恐
ら
く
、
従
来
の
話
し
合
い
方
法
と
は
一
線
を
画

し
た
、「
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
新
し
い
・
斬
新
な
機
軸
を
打
ち
出
し
た
い
と
い
う
政
治
的
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
推
察
さ
れ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
開
始
し
た
時
点
で
は
当
面
の
話
し
合
い
の
た
め
の
舞
台
は
整
え
た
も
の
の
、
何
を
持
っ
て
話
し
合
い
の
成
果
と
す

る
の
か
と
い
う
着
地
点
（
内
容
的
、
時
間
的
）
ま
で
は
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
合
計
一
八
回
の
協
議
会
を
終
え
た
時
点
で
、
参
加
し
た
賛
成
派
住
民
と
反
対
派
住
民
と
の
間
で
一
定

の
「
共
通
の
基
盤
」
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
知
事
と
仲
介
者
は
、
知
事
の
意
思
決
定
の
た
め
の
判
断
材
料
を
得
る
た
め
の

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
の
役
割
を
「
鞆
地
区
協
議
会
」
は
ほ
ぼ
達
成
し
た
、
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、

予
め
着
地
点
を
明
確
に
定
め
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
話
し
合
い
を
進
行
さ
せ
る
中
で
、
参
加
者
間
の
「
解
決
や
合
意
の
機
が
熟
す
」
タ

イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
る
ほ
か
な
い
、
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
も
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
と
し
て
も
、

知
事
や
仲
介
者
等
の
恣
意
的
な
判
断
で
話
し
合
い
の
帰
趨
が
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
か
に
見
え
て
し
ま
う

4

4

4

4

4

4

こ
と
は
、
公
共
的
な
問
題
を
論

ず
る
場
と
し
て
問
題
で
あ
る
。
参
加
者
に
対
し
、
さ
ら
に
は
参
加
者
以
外
の
市
民
に
対
し
、
協
議
会
の
手
続
的
正
当
性
を
理
解
・
納
得

し
て
も
ら
う
上
で
、
一
定
程
度
、
プ
ロ
セ
ス
上
の
着
地
点
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

県
知
事
は
、
住
民
協
議
会
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
埋
立
・
架
橋
計
画
の
撤
回
と
い
う
意
志
決
定
を
し
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る

が
、
そ
の
具
体
的
な
や
り
方
は
、
少
な
く
と
も
外
部
か
ら
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
「
ア
リ
ー
ナ
」
と
を
ど
の
よ

う
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
こ
よ
う
。
意
志
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
示
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
れ
は
、
知
事
（
行
政
）
の
最
終
的
な
意
志
決
定
権
限
の
放
棄
を
意
味
し
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、「
公
益
」
の
判
断
プ
ロ
セ
ス

の
透
明
性
と
公
共
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
話
し
合
い
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
事
前
に
プ
ロ
セ
ス

を
十
分
に
設
計
し
て
お
く
こ
と
が
、
重
要
だ
と
言
え
る
。

（
65
）

（
66
）
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（
２
）
代
表
性
の
問
題

直
接
参
加
民
主
主
義
を
標
榜
し
な
い
限
り
、
公
共
的
な
問
題
を
議
論
す
る
場
に
は
、「
誰
を
代
表
し
て
い
る
の
か
」、「
そ
れ
は
十
分

な
の
か
」
と
い
う
、
代
表
性
の
問
題
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
都
市
計
画
に
お
け
る
対
話
促
進
型
調
停
は
、
可
能
な
限
り
幅
広
い
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
の
代
表
）
を
招
集
す
る
こ
と
で
、
か
か
る
代
表
性
の
問
題
を
縮
減
し
よ
う
と
す
る
が
、
や
は
り
、
完
全
に
は
問
題
を
解

消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
鞆
地
区
協
議
会
」
に
つ
い
て
も
、
協
議
会
参
加
者
の
み
で
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
十
分
に
代
表
さ
れ
て
い
る
か
が
、
常
に
問
題

と
な
り
う
る
。
確
か
に
、
鞆
地
区
の
過
去
の
経
緯
か
ら
考
え
れ
ば
、
ま
た
先
述
の
鞆
地
区
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
考
慮
す
れ

ば
、
鞆
地
区
内
に
関
し
て
は
こ
の
参
加
者
構
成
で
も
十
分
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
ま
た
、
一
般
論
と
し
て
、
地
域
の
問
題
は
、
そ

こ
で
生
活
・
就
業
し
て
い
る
人
び
と
の
意
見
が
ま
ず
も
っ
て
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
問

題
は
、
現
に
、
国
内
外
で
広
く
関
心
を
呼
び
起
こ
し
て
お
り
、
も
は
や
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
な
い
公
共
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
枠
組
み
の
中
で
は
難
し
く
と
も
、
関
心
を
有
す
る
地
区
外
の
市
民
等
の
意
見
を
代
表
・
反
映
す
る
た
め

の
何
ら
か
の
仕
組
み
を
、
並
行
し
て
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
原
理
的
に
は
、
代
表
者
に
よ
る
合
意
の
正
統
性
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
選
挙
を
経
て
選
ば
れ
た
自
治
体
の
首
長
や
議

員
の
意
思
決
定
に
は
、
民
主
的
正
統
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
選
挙
等
を
経
て
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
い
代
表
者
に
よ
る
合
意

に
は
ど
こ
ま
で
そ
の
正
統
性
が
認
め
ら
れ
う
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
市
民
の
自
由
な
話
し
合
い
の
場
で
あ
る

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
、
最
終
的
な
意
思
決
定
の
場
で
あ
る
「
ア
リ
ー
ナ
」
と
を
、
リ
ン
ク
さ
せ
つ
つ
も
区
別
す
る
と
い
う
、
極
め
て
常

識
的
な
議
論
が
、
さ
し
あ
た
り
の
回
答
と
な
ろ
う
。
加
え
て
、
話
し
合
い
を
始
め
る
前
に
、
問
題
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
そ

の
代
表
者
を
分
析
・
決
定
す
る
た
め
の
「
紛
争
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
を
十
分
に
行
う
こ
と
も
、
重
要
と
な
ろ
う
。
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（
３
）
非
公
開
性
の
問
題

調
停
一
般
は
、
当
事
者
ど
う
し
が
外
部
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
訴
訟
へ
の
対
処
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
忌
憚
な
く
話

し
合
え
る
よ
う
に
、
非
公
開
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
般
に
公
共
性
に
は
、
全
て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る

と
い
う
公
開
性
が
そ
の
要
件
と
し
て
含
ま
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
公
共
的
な
問
題
を
話
し
合
う
調
停
の
場
は
、
む
し
ろ
公
開
が
原
則
で

あ
ろ
う
。
米
国
で
行
わ
れ
て
い
る
社
会
資
本
整
備
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
、
原
則
と
し
て
、
一
般
傍
聴
や
マ
ス
コ
ミ
取
材
を
認
め
て

お
り
、
議
論
の
場
は
公
開
さ
れ
て
い
る
。

「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
話
し
合
い
の
場
は
、
非
公
開
と
さ
れ
、
か
か
る
公
開
性
の
観
点
か
ら
問
題
で
あ
る
（
但
し
、
協
議
会
で
提
示
さ

れ
た
資
料
は
公
開
さ
れ
、
鞆
地
区
内
の
全
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
）。
個
人
情
報
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ
つ
、
一
般
の
市
民

に
対
し
公
開
す
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
非
公
開
性
の
問
題
も
相
ま
っ
て
、
仲
介
者
の
認
識
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
も
見
ら
れ
た
。
確
か
に
、

賛
成
派
と
反
対
派
と
の
違
い
を
こ
と
さ
ら
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
や
り
方
、
あ
る
い
は
「
協
議
会
は
県
知
事
が
判
断
を
先
送
り
す
る

た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
」
等
の
報
道
の
仕
方
は
、
従
来
的
な
認
知
枠
組
み
・
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
か
ら
脱
却
で
き
な
い
（
脱
却
し
よ
う

と
し
な
い
）
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
限
界
を
露
呈
し
て
い
る
も
の
だ
、
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
不
特
定
多
数
の
人

び
と
が
関
心
を
寄
せ
る
公
共
的
な
問
題
の
場
合
に
は
、
結
果
的
に
外
部
か
ら
ど
う
見
え
て
い
る
の
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
と
い
う
こ
と
に
も
十
分
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
公
開
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

長
期
的
視
点
に
立
て
ば
、
公
開
し
続
け
る
こ
と
が
、
対
話
促
進
型
調
停
へ
の
市
民
の
理
解
を
広
げ
、
社
会
へ
の
一
層
の
普
及
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
67
）

（
68
）
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（
４
）
参
加
コ
ス
ト
の
問
題

「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
話
し
合
い
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
か
ら
二
〇
一
二
年
一
月
ま
で
の
約
一
年
半
の
間
に
、
計
二
〇
回
開
催
さ
れ

た
。
ほ
ぼ
一
ヶ
月
に
一
回
、
日
曜
日
の
夜
に
約
二
時
間
の
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
が
、
参
加
者
へ
の
過
度
の
負
担
で
あ
る
か
ど
う
か
は

議
論
の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
般
的
な
感
覚
か
ら
す
れ
ば
（
少
な
く
と
も
筆
者
か
ら
す
れ
ば
）、
時
間
的
・
労
力

的
に
低
か
ら
ぬ
コ
ス
ト
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
単
に
表
面
的
な
コ
ス
ト
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
公
共
的
な
問
題
に

関
し
自
ら
の
問
題
と
し
て
関
わ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
が
諸
々
の
コ
ス
ト
感
覚
を
上
回
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
鞆
地
区
の
場
合
に
は
、

個
々
の
参
加
者
の
、
長
年
問
題
に
携
わ
っ
て
き
た
と
い
う
自
負
、
地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
な
ど
が
、
参
加
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
な
っ
て
い
よ
う
。
と
は
言
え
、
参
加
者
の
個
人
的
資
質
・
自
覚
に
依
存
す
る
だ
け
で
は
、
公
共
的
問
題
に
関
す
る
対
話
促
進
型
調
停

へ
の
参
加
は
、
早
晩
、
一
部
好
事
家
の
趣
味
的
活
動
と
な
る
、
あ
る
い
は
形
式
化
す
る
、
な
ど
の
陥
穽
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

筆
者
の
限
ら
れ
た
能
力
で
は
、
コ
ス
ト
の
問
題
に
対
し
、
こ
こ
で
俄
か
に
対
応
策
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
や
は
り
重
要
な

課
題
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

６
．
ま
と
め

以
上
、
本
章
で
は
、
福
山
市
鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
計
画
を
め
ぐ
る
紛
争
へ
の
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
を
事
例
と
し
て
、
対
話
促

進
型
調
停
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
課
題
等
を
概
観
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
重
要
な
課
題
と
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
の
不
透
性
、
代
表
性

の
問
題
、
非
公
開
性
の
問
題
等
、
を
指
摘
し
た
。
い
ず
れ
の
課
題
も
、
対
話
促
進
型
調
停
を
開
始
す
る
前
の
プ
ロ
セ
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
は
言
え
、「
鞆
地
区
地
域
振
興
住
民
協
議
会
」
の
試
み
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
も
の
で
あ
る
。
関
係
継
続
的
な
地
域
社
会
に
お
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け
る
長
期
化
し
た
紛
争
の
現
場
に
お
い
て
、
対
話
促
進
型
調
停
に
基
づ
く
話
し
合
い
は
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、
一
定
程
度
の
有
効
性

を
持
ち
う
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
、
と
考
え
る
。

註（
36
）		
鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
計
画
は
、
狭
義
に
は
都
市
計
画
事
業
で
は
な
く
、
道
路
・
港
湾
整
備
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
都
市
計
画
道
路

の
代
替
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
た
経
緯
、
広
く
ま
ち
づ
く
り
・
景
観
に
関
わ
る
点
な
ど
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
広
義
の
都
市
計
画
と
捉
え
ら
れ
よ

う
。

（
37
）		

福
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
「
鞆
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
針
」（
二
〇
〇
九
年
、
福
山
市
）
に
よ
る
。

（
38
）		

広
島
県
と
福
山
市
と
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
鞆
港
を
約
二
ha
埋
立
て
し
、
架
橋
部
分
の
長
さ
約
一
八
〇
ｍ
・
幅
員
一
四
ｍ
の
バ
イ
パ
ス
道
路
、

駐
車
場
、
船
だ
ま
り
等
を
整
備
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
（
富
井
（
二
〇
一
〇
）、
四
八
頁
）。

（
39
）		

広
島
地
裁
判
決
で
は
、「
鞆
の
景
観
は
行
政
上
も
保
護
す
べ
き
利
益
で
あ
り
、
そ
の
価
値
も
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鞆
の
景
観
を
侵
害
す
る
結
果

と
な
る
鞆
の
浦
の
公
有
水
面
埋
立
免
許
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
政
策
判
断
の
拠
り
所
と
し
た
調
査
及
び
検
討
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
判

断
内
容
が
不
合
理
な
も
の
で
、
裁
量
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
に
当
た
る
と
し
て
、
上
記
免
許
に
関
す
る
差
止
請
求
が
認
め
ら
れ
た
」（
北
河
（
二
〇

一
一
）、
九
一
頁
）。
そ
の
他
、
富
井
（
二
〇
一
〇
）、
臼
田
（
二
〇
一
〇
）
も
参
照
。

（
40
）		

現
在
ま
で
、
広
島
高
裁
で
の
口
頭
弁
論
は
一
度
も
開
か
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
県
は
埋
立
免
許
交
付
申
請
を
取
り
下
げ
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

（
41
）		

ブ
ラ
イ
ソ
ン
と
ク
ロ
ス
ビ
ー
は
、
参
加
の
場
を
、
議
論
の
場
と
し
て
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
意
思
決
定
の
場
と
し
て
の
「
ア
リ
ー
ナ
」、
紛
争
処
理

の
場
と
し
て
の
「
コ
ー
ト
」
の
三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。B

ryson and C
rosby

（1993

）, B
ryson and C

rosby

（1996

）
参
照
。

（
42
）		

広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
知
事
記
者
会
見
の
議
事
録
よ
り
（http:// w

w
w

.pref.hiroshim
a.lg.jp/ page/1272435320276/ index.htm

l

）

（
43
）		

「
鞆
地
区
協
議
会
」
の
参
加
当
事
者
の
生
の
声
を
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
、
協
議
会
を
設
置
し
た
広
島
県
の
政
策
的
意
図
を
直

接
に
は
確
認
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
、
以
下
の
考
察
は
、
当
然
な
が
ら
、
一
定
の
限
界
を
抱
え
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
の
脱
稿
直
前
に
大
澤
（
二

〇
一
二
）
が
出
さ
れ
た
。
仲
介
者
自
身
が
鞆
の
浦
の
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
論
じ
て
お
り
、
貴
重
な
論
考
で
あ
る
。

（
44
）		

大
澤
（
二
〇
一
二
）、
六
二
八
～
六
二
九
頁
。

（
45
）		

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
をPavlich

（1996 a, 1996 b

）
が
批
判
す
る
、〈
調
停
を
通
じ
た
、
紛
争
し
な
い
自
己
へ
と
自
ら
を
駆
り
立
て
る
プ
ロ
セ
ス
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＝
統
治
権
力
〉
と
し
て
、
解
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
調
停
当
事
者
主
体
の
自
由
な
領
域
（「
私
的
自
治
」
の
領
域
）
で
こ
そ
、
フ
ー
コ
ー

的
な
「
司
牧
型
権
力
」
が
作
動
す
る
と
い
う
議
論
は
、
調
停
を
含
め
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
肯
定
的
に
捉
え
る
に
せ
よ
、
否
定
的
に
捉
え
る
に
せ
よ
、
重
要

な
論
点
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
き
、
論
じ
た
も
の
と
し
て
兼
重
（
二
〇
一
二
）。

（
46
）		
日
常
的
な
対
話
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
す
る
と
「
不
自
然
」
で
「
人
為
的
」
な
対
話
促
進
型
調
停
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
不

自
然
さ
ゆ
え
に
、
当
事
者
の
認
知
枠
組
み
の
変
容
を
も
た
ら
し
う
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
和
田
（
二
〇
〇
七
）
を
参
照
。

（
47
）		

仲
介
者
が
作
成
し
た
資
料
「
課
題
等
整
理
表
」
に
よ
る
。
こ
の
資
料
に
は
、
第
一
回
～
第
一
六
回
協
議
会
ま
で
に
出
さ
れ
た
意
見
が
、
項
目
ご
と

に
短
文
の
箇
条
書
き
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
短
文
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
仲
介
者
に
よ
る
解
釈
が
入
っ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
の

制
約
は
あ
る
も
の
の
、
一
定
程
度
の
意
見
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
48
）		

例
え
ば
、「
鞆
の
浦
住
民
協　

年
明
け
大
詰
め
も
疲
弊
感
」（
毎
日
新
聞 

広
島
地
方
版 

二
〇
一
一
年
一
二
月
三
〇
日
付
）
と
い
う
見
出
し
記
事
で
は
、

賛
成
派
・
反
対
派
双
方
か
ら
の
不
満
の
声
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
六
月
の
知
事
の
埋
立
・
架
橋
計
画
の
撤
回
表
明
は
、

計
画
賛
成
派
か
ら
強
い
批
判
を
受
け
て
お
り
、
地
元
説
明
会
の
開
催
も
難
航
し
て
い
る
。

（
49
）		

広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
記
載
の
知
事
記
者
会
見
の
議
事
録
よ
り
。（http:// w

w
w

.pref.hiroshim
a.lg.jp/ page/1272435320276/ index.htm

l

）

（
50
）		

意
見
の
と
り
ま
と
め
と
し
て
、
八
項
目
の
「
共
通
し
て
い
る
認
識
や
意
見
の
ポ
イ
ン
ト
」
が
整
理
さ
れ
た
。
大
澤
（
二
〇
一
二
）、
六
三
五
～
六
三

六
頁
。

（
51
）		

片
桐
（
二
〇
〇
〇
）、
八
一
頁
。

（
52
）		

坂
本
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、
簡
単
に
い
え
ば
「
人
々
が
つ
な
が
り
を
持
ち
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
は
望
ま

し
い
結
果
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
現
象
を
と
ら
え
る
概
念
で
あ
る
」（
同
、
五
二
頁
）。

（
53
）		

森
久
（
二
〇
〇
八
）。

（
54
）		

森
久
（
二
〇
〇
八
）。

（
55
）		

森
久
（
二
〇
〇
八
）、
三
六
〇
～
三
六
一
頁
。

（
56
）		

森
久
（
二
〇
〇
八
）、
三
五
七
～
三
五
八
頁
。

（
57
）		

鈴
木
他
（
二
〇
〇
八
）、
六
二
頁
。

（
58
）		

鈴
木
他
（
二
〇
〇
八
）、
六
二
頁
。

（
59
）		

森
久
（
二
〇
〇
八
）、
三
六
〇
頁
。
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（
60
）		

鈴
木
他
（
二
〇
〇
八
）
に
よ
れ
ば
、
賛
成
派
は
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
は
鞆
町
内
人
口
の
約
九
割
に
あ
た
る
住
民
の
署
名
を
、
二
〇
〇
七
年
九
月

に
は
町
内
人
口
の
約
八
割
に
あ
た
る
住
民
の
署
名
を
集
め
て
い
る
。
一
方
、
反
対
派
も
、
二
〇
〇
六
年
一
月
に
は
福
山
市
民
約
一
万
人
分
の
署
名
を
、

二
〇
〇
七
年
六
月
に
は
内
外
か
ら
約
一
万
三
千
人
分
の
署
名
を
集
め
て
い
る
（
同
、
六
四
頁
）。

（
61
）		
片
桐
（
二
〇
〇
〇
）、
九
九
頁
。

（
62
）		
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
は
、
鞆
地
区
に
も
見
ら
れ
る
ウ
チ
／
ソ
ト
の
区
別
・
排
除
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
個
人
の
抑
圧
と
い
う
負
の
側
面
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
63
）		

こ
の
よ
う
な
知
事
の
ス
タ
ン
ス
が
、
同
じ
く
道
路
事
業
主
体
で
あ
る
福
山
市
長
か
ら
、
あ
る
い
は
賛
成
派
の
一
部
か
ら
、「
県
の
意
向
が
見
え
な
い
」

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
い
」
な
ど
の
批
判
を
受
け
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
64
）		

事
業
推
進
の
旗
を
降
ろ
し
て
い
な
い
福
山
市
も
、
県
に
引
き
ず
ら
れ
る
か
た
ち
で
、「
鞆
地
区
協
議
会
」
で
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
な
参
加
の
立
場
に

留
ま
っ
た
。

（
65
）		

紛
争
管
理
論
で
は
、
と
り
わ
け
深
刻
な
紛
争
状
態
の
場
合
に
、
当
事
者
間
に
解
決
へ
の
「
機
が
熟
す
る
こ
と
＝
ラ
イ
プ
ネ
ス
（ripeness

）」
を
重

視
す
る
（
レ
ビ
ン
小
林
編
・
訳
（
二
〇
〇
九
）、
三
八
三
～
三
八
五
頁
）。

（
66
）		

広
島
県
知
事
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
福
山
市
長
と
の
会
談
の
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
埋
立
・
架
橋
計
画
の
撤
回
と
ト
ン

ネ
ル
案
を
柱
と
す
る
新
た
な
県
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
最
も
多
く
満
た
す
プ
ラ
ン
だ
と
し
て
い
る
（
朝
日
新
聞 

広
島
地
方
版 

二

〇
一
二
年
六
月
二
六
日
付
）。

（
67
）		

国
土
交
通
政
策
研
究
所
（
二
〇
〇
六
）、
三
五
頁
。

（
68
）		

米
国
の
社
会
資
本
整
備
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
特
定
の
当
事
者
と
調
停
人
と
が
話
し
た
内
容
は
非
公
開
で
あ
り
、
話
し
合
い
の
場
の

資
料
に
つ
い
て
も
、
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
一
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
も
あ
る
（
特
定
企
業
の
財
務
情
報
な
ど
）。
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お
わ
り
に

最
後
に
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
っ
て
、
全
体
を
手
短
に
振
り
返
っ
た
上
で
、
本
稿
の
意
義
と
課
題
を
示
し
て
お
く
こ
と
に
し

た
い
。

ま
ず
第
１
章
で
は
、
現
行
の
都
市
計
画
手
続
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
①
「
欠
如
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
一
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
②
市
民
・
当
事
者
の
選
好
・
認
知
枠
組
み
の
固
定
化
、
③
市
民
・
当
事
者
像
の
固
定
化
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
続
く
第
２
章
で
は
、
第
１
章
の
課
題
を
踏
ま
え
、「
欠
如
モ
デ
ル
」
か
ら
の
転
換
と
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
で
き
る
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
が
、
都
市
計
画
紛
争
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
・
実
質
化
に
資
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
第
３
章
で
は
、
対
話
促
進
型
調
停
導
入
の
可
能
性
を
、
具
体
的
な
都
市
計
画
に
関
わ
る
紛
争
事
例
に
即
し
、

考
察
し
た
。
福
山
市
の
鞆
の
浦
の
埋
立
・
架
橋
計
画
の
事
例
か
ら
は
、
関
係
継
続
的
な
地
域
社
会
で
の
長
期
化
し
た
紛
争
の
現
場
に
お

い
て
、
対
話
促
進
型
調
停
に
基
づ
く
話
し
合
い
が
、
問
題
解
決
に
向
け
て
、
一
定
程
度
の
有
効
性
を
持
ち
う
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

と
は
言
え
、
本
稿
に
は
残
さ
れ
た
課
題
も
多
々
あ
る
。
ま
ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
福
山
市
鞆
の
浦
の
事
例
を
ど
こ
ま
で
一
般
化
し

う
る
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
、
例
え
ば
、
都
市
部
で
の
大
規
模
都
市
計
画
施
設
の
紛
争
ケ
ー

ス
な
ど
を
考
察
し
、
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
可
能
性
を
よ
り
深
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
稿
で
は
、
都
市
計
画
制
度
（
都
市
計
画
法
）
と
の
関
係
が
十
分
に
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会

の
中
で
、
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
に
向
け
た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え
ば
、「
平
時
は
見
守
る
こ
と
に
徹
し
介
入

し
な
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
際
は
中
立
の
第
三
者
・
裁
定
者
と
し
て
関
与
す
る
と
い
っ
た
、
新
た
な
行
政
の
関
わ
り
方
を
追
求
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す
る
」
こ
と
や
「
都
市
計
画
の
特
性
に
応
じ
、
訴
訟
制
度
の
動
向
に
対
応
し
つ
つ
、
計
画
か
ら
事
業
に
わ
た
る
プ
ロ
セ
ス
の
進
行
を
視

野
に
入
れ
、
都
市
計
画
を
め
ぐ
る
争
訟
に
つ
い
て
の
体
系
的
考
え
方
を
整
理
し
て
い
く
」
こ
と
が
、
検
討
す
べ
き
事
項
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
か
か
る
動
向
も
踏
ま
え
、
対
話
促
進
型
調
停
を
都
市
計
画
制
度
の
中
で
い
か
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
、
考
察
す
る
必
要

が
あ
る
。

繰
り
返
し
と
な
る
が
、
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
市
民
・
当
事
者
等
の
「
参
加
」
と
い
う
観
点
か
ら
都

市
計
画
に
お
け
る
対
話
促
進
型
調
停
の
導
入
可
能
性
を
理
論
的
・
事
例
的
に
示
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
一
定
の
意
義
が
あ
る
と
考

え
る
。

註（
69
）		

社
会
資
本
整
備
整
備
審
議
会
都
市
計
画
・
歴
史
的
風
土
分
科
会
都
市
計
画
部
会
に
設
置
さ
れ
た
「
都
市
計
画
制
度
小
委
員
会
」
の
資
料
「
都
市
計

画
制
度
小
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
（
報
告
）（
案
）」（
二
〇
一
一
年
二
月
一
七
日
）
に
よ
る
。

【
参
考
文
献
】

足
立
重
和
（
二
〇
〇
二
）「
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事
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を
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ぐ
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デ
ィ
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コ
ミ
ュ
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シ
ョ
ン
―
長
良
川
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口
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問
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」、『
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〇
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。
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と
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B
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esign and U
se of Forum

s, A
renas, and C

ourts,” E
nvirom

ent and P
lanning B

 20 , 

（
69
）



53　 都市計画紛争における対話促進型調停（兼重賢太郎）

pp.175 -194 .
B

ryson, J. and C
rosby, B

.

（1996

）“P
lanning and the D

esign and U
se of Forum

s, A
renas, and C

ourts,” M
andelbaum

, S.J. et al.

（eds.

）

E
xplorations in P

lanning T
heory, C

enter for U
rban Policy R

esearch, pp.462 -482 .
E

hrenberg, J.
（1999

）C
ivil Society: T

he C
ritical H

istory of an Idea, N
ew

 York U
niversity P

ress.

［
吉
田
傑
俊
監
訳
『
市
民
社
会
論
―
歴
史
的
・
批

判
的
考
察
』（
二
〇
〇
一
、
青
木
書
店
）］。

E
lster, J.

（1986

）“T
he M

arket and the Forum
:  T

hree Varieties of Political T
heory,” E

lster, J. A
nd H

ernes, G
.

（eds.

）Foundations of Social 
C

hoice T
heory, C

am
bridge U

niversity P
ress, pp.103 -132 .

Forester, J.

（1992

）“E
nvisioning the Politics of P

ublic-Sector D
ispute R

esolution,” L
aw

, Politics and Society Vol.2 , pp.247 -286 .
Forester, J.

（1998

）“R
ationality, D

ialogue and L
earning:  W

hat C
om

m
unity and E

nvironm
entak M

ediators C
an Teach U

s about the P
ractice of 

C
ivil Society,” D

ouglass, M
. and Friedm

ann, J.

（eds.

）C
ities for C

itizens: P
lanning and the R

ise of C
ivil Society in a G

lobal A
ge, John W

iley 

&
 Sons, pp.213 -225 .

Forester, J.

（2006

）“M
aking Participation W

ork w
hen Intersts C

onflict,” Journal of the A
m

erican P
lanning A

ssociation Vol.72 -4 , pp.447 -456 .
Forester, J. （2009

）D
ealing w

ith D
ifferences:D

ram
as of M

ediating P
ublic D

isputes, O
xford U

niversity P
ress.

H
ealey, P.

（2006

）C
ollaborative P

lanning

（2nd ed.
）, Palgrave M

acm
illan.

石
田
聖
（
二
〇
一
一
）「
社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
利
害
調
整
と
合
意
形
成
―
米
国
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
」、『
熊
本
大
学

社
会
文
化
研
究
』
九
、
八
五
～
一
〇
二
頁
。

住
民
参
加
に
関
わ
る
紛
争
解
決
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
（
二
〇
〇
八
）『
社
会
資
本
整
備
に
お
け
る
合
意
形
成
円
滑
化
の
た
め
の
手
引
き
（
案
）：
紛
争
ア

セ
ス
メ
ン
ト
及
び
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
』。

角
松
生
史
（
二
〇
〇
八
）「
手
続
過
程
の
公
開
と
参
加
」、
磯
部
力
他
編
『
行
政
法
の
新
構
想
Ⅱ
：
行
政
作
用
・
行
政
手
続
・
行
政
情
報
法
』、
有
斐
閣

兼
重
賢
太
郎
（
二
〇
〇
九
）「
都
市
計
画
に
お
け
る
「
参
加
」
機
能
と
し
て
の
調
停
」、
レ
ビ
ン
小
林
久
子
訳
編
『
新
版 

紛
争
管
理
論
―
さ
ら
な
る
充
実
と

発
展
を
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